
訟
師
秘
本
『
薫
曹
遺
筆
』
の
出
現

夫

」

進

　
門
要
約
】
　
中
国
明
週
以
降
の
民
間
社
会
で
は
、
訴
訟
文
例
や
特
殊
な
訴
訟
用
語
を
載
せ
、
さ
ら
に
訴
訟
を
請
け
負
う
も
の
の
注
意
事
項
を
も
記
し
た
便
利

な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
広
く
出
回
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
三
代
乾
隆
年
間
に
訟
師
秘
本
と
呼
ば
れ
、
禁
書
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
瀟
曹
遺
筆
』
と
い
う

名
の
も
の
は
、
朔
代
嘉
靖
の
頃
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
万
贋
の
初
め
に
か
け
て
広
く
流
布
し
始
め
た
。
こ
の
蒋
代
以
後
、
中
国
が
訴
訟
社

会
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
訴
訟
件
数
の
極
め
て
多
い
社
会
と
な
っ
た
の
も
、
『
熱
曹
遺
筆
』
を
は
じ
め
と
す
る
親
機
秘
本
が
大
量
に
出
回
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
禁
書
扱
い
に
さ
れ
な
が
ら
、
清
末
ま
で
各
種
の
も
の
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
明
末
に
出
現
し
た
も
の
を

焼
き
直
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
世
界
も
訟
師
像
も
実
は
明
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
『
筆
法
遺
筆
』
出
現
の
意

義
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
訟
師
秘
本
を
史
料
と
し
て
用
い
る
と
き
は
、
十
分
な
注
意
の
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
史
林
　
七
七
巻
二
号
　
一
九
九
四
年
三
月

　　tw
ttAivs
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は
　
じ
　
め
　
に

私
は
前
壷
「
明
清
時
代
の
訟
師
と
訴
訟
制
度
」
に
お
い
て
、
明
末
以
降
の
中
園
社
会
で
は
極
め
て
多
く
の
人
々
、
普
通
一
般
の
人
々
と
い
う

ほ
か
な
い
者
た
ち
が
多
く
訴
訟
に
関
与
し
て
お
り
、
彼
ら
が
訴
訟
を
起
こ
し
た
り
あ
る
い
は
こ
れ
を
受
け
て
立
つ
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

け
を
借
り
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

し
ば
し
ば
訟
師
の
助

当
時
の
資
料
に
よ
っ
て
推
計
す
れ
ば
、
江
南
地
方
で
は
一
つ
の
州
県
で
年
間
に
し
て
一
万
枚
、
二
万
枚
な
ど
と
い
っ
た
膨
大
な
量
の
訴
訟
文

書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
当
時
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
書
く
訟
師
あ
る
い
は
「
黒
馬
」
「
唆
訟
の
輩
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
、
あ
る
県
で
は
百
人
を
下
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
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と
こ
ろ
で
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
彼
ら
一
心
で
画
人
に
も
の
ぼ
る
老
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
訴
訟
文
書
を
書
い
て
い
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
蕪
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
閏
清
時
代
の
訴
訟
制
度
は
は
な
は
だ
し
い
文
書
主
義
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
が
口
頭
だ

け
の
伝
授
で
学
び
こ
れ
を
書
い
て
い
た
と
は
到
底
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
法
律
に
つ
い
て
の
一
片
の
知
識
も
な
し
に
彼
ら
が
訴
訟
を

請
け
負
っ
た
り
文
案
を
作
成
し
た
と
も
、
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
公
的
な
法
学
教
育
の
学
校
が
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
た
と
え
ば
生
員
な
ど
が
い
わ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
訴
訟
文
書
の
代
作
を
す
る
場
合
、
彼
ら
は
何
を
頼
り
に
そ
れ
を
書

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
結
論
を
さ
き
に
言
っ
て
し
ま
え
ぼ
、
彼
ら
は
訴
訟
文
書
の
書
き
方
を
教
え
た
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
頼
り
に
法
律
知
識
を
獲
得

し
訴
訟
文
書
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
清
代
の
一
法
令
で
は
訟
師
秘
本
と
呼
ん
だ
。

　
前
近
代
の
中
国
の
ご
く
普
通
の
人
々
に
と
っ
て
、
二
曹
で
述
べ
た
よ
う
に
人
を
訴
え
る
こ
と
や
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
身
近
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
す
れ
ぼ
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
法
律
に
つ
い
て
の
知
識
に
接
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
た
ん
に
法
制
史
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず

社
会
史
や
庶
民
文
化
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
潮
曇
秘
本
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
分
厚
い
基
層
の
文
化
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
が
訟
師
の
側
に
立
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
そ
こ
に
は
地
方
官
が
伝
え
る
瓦
師

像
と
は
ま
っ
た
く
別
の
訟
師
像
を
見
嵐
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
こ
ろ
が
訟
師
秘
本
の
研
究
は
、
私
が
知
る
か
ぎ
り
加
撃
が
わ
ず
か
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
ほ
か
は
全
く
な
か
っ
た
。
一
般
民
衆
の
近

く
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
戯
曲
・
俗
語
小
説
の
研
究
や
宝
巻
・
善
書
の
研
究
が
進
み
、
さ
ら
に
近
年
で
は
商
人
の
心
得
書
や
旅
行
書
め
研
究
が

進
ん
で
い
る
の
と
は
全
く
違
っ
た
研
究
状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
我
々
は
、
普
通
の
人
々
が
書
物
を
通
じ
て
ど
の
程
度
の
法
律
知
識
に
接
し
え

た
の
か
、
訟
師
秘
本
に
ど
の
よ
う
な
訟
師
像
が
見
え
る
の
か
と
い
っ
た
最
も
興
味
深
い
問
題
に
入
る
前
に
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
資

料
で
あ
る
の
か
を
確
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
訟
師
秘
本
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

過
程
で
現
在
見
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
た
の
か
な
ど
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
最
も
初
歩
的
で
最
も
基
礎
的
な
と
こ
ろ
が
ら
研
究
を
始
め
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
の
で
あ
る
ひ

　
訟
師
あ
る
い
は
訟
師
ま
が
い
の
も
の
た
ち
が
訴
訟
を
学
び
、
実
際
に
訴
訟
を
代
理
す
る
に
当
た
っ
て
使
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
訟
師
秘
本
と
総
称

し
て
い
る
の
は
、
北
谷
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
出
さ
れ
た
あ
る
禁
令
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
民
間
の
書
店
（
坊
蜂
）
で
刊
行
し
て
い
る
訟
師
秘
本

『
驚
天
雷
』
『
相
角
』
『
法
家
新
書
』
『
刑
豪
秦
鏡
』
な
ど
一
切
の
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
書
物
は
、
こ
と
ご
と
く
調
査
禁
止
し
て
廃
粗
し
、
発
売

す
る
の
を
許
さ
な
い
。
あ
い
も
変
わ
ら
ず
著
作
し
印
刷
す
る
も
の
は
、
淫
詞
小
説
を
著
作
し
印
刷
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
に
倣
い
、
杖
一
百
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

三
千
里
と
す
る
。
云
々
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
こ
れ
ら
一
類
の
書
を
訟
師
秘
本
と
総
称
し
た
の
は
こ
れ
に
よ
る
。
本
稿
が
こ
こ
で
主

に
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
訟
師
秘
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
出
現
し
た
の
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
訟
師
秘
本
と
は
何
か
、
各
種
の
野
師
秘
本
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、

そ
し
て
そ
の
出
現
は
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
っ
た
聞
題
に
も
迫
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
拙
稿
「
輿
清
時
代
の
訟
師
と
訴
訟
制
度
〕
（
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
法
制
と
祉
　
　
　
　
　
七
－
二
三
九
。

　
　
会
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
『
光
緒
欽
定
大
清
会
典
事
例
』
巻
八
皿
九
、
頁
一
四
、
数
陵
詞
訟
（
単
文
豊
出

　
②
　
鄭
秦
篇
、
清
代
司
法
審
判
制
度
研
究
』
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
八
八
、
頁
二
三
　
　
　
　
　
版
公
司
景
印
本
、
頁
一
五
三
六
三
）
。

噛
　
訟
飾
秘
本
と
は
何
か

αゆ

@
訟
師
秘
本
の
核
心
部
分

　
訟
師
秘
本
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
清
代
乾
隆
年
間
に
禁
書
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
書
物
」
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

で
は
こ
の
種
の
書
物
の
ど
の
点
が
「
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
」
も
の
と
さ
れ
、
政
府
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
雷

葉
を
換
え
れ
ば
、
訟
師
秘
本
の
訟
師
秘
本
た
る
ゆ
え
ん
は
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
．
、
幸
い
訟
師
秘
本
の
い
く
つ
か
は
こ
の
禁
書
令
が
出
さ
れ

る
前
に
日
本
に
渡
来
し
た
し
、
ま
た
い
く
つ
か
は
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
在
ま
で
生
き
残
っ
た
。
こ
の
お
か
げ
で
我
々
は
、
訟
師
秘
本
の
ど
こ
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が
問
題
で
あ
っ
た
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
し
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
た
の
か
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
の
書
目
は
訟
師
秘
本
と
呼
ぶ
べ
き
一
類
の
書
の
う
ち
で
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
目
に
し
た
も
の
を
序
文
の
年
と
そ
の
内
容
を
も
と
に
し
て
ほ

ぼ
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
訟
師
秘
本
の
す
べ
て
の
種
類
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
本
稿
の
目
的
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
必
要
な
、
比
較
的
早
い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
か
な
り
の
種
類
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
考
え
る
。

・＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠　o

『
蒲
曹
遺
筆
』
二
巻
明
刊
本
上
海
図
書
館

『
新
銀
瀟
曹
遺
筆
』
四
巻
　
竹
林
浪
聖
輯
　
万
暦
二
三
年
序
刊
本
　
㈲
舞
岡
文
庫
㈲
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
駈
　
㈲
北
京
図
書
館
（
二
本
有
り
）

『
新
銀
繭
曹
遺
筆
』
四
巻
　
竹
林
浪
隻
輯
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
東
亜
図
書
館

『
薪
鋳
音
釈
四
民
要
覧
瀟
曹
朗
鏡
』
五
巻
　
江
湖
逸
人
編
　
開
刊
本
　
北
京
図
書
館

『
鼎
叢
法
叢
勝
覧
』
四
巻
　
閾
刊
本
北
京
図
書
館

『
新
刻
摘
選
増
補
註
釈
法
家
要
覧
折
獄
臨
本
』
四
巻
　
清
波
逸
翌
編
　
万
暦
三
箇
年
序
刊
本
　
内
閣
文
庫

『
薪
刻
摘
選
増
補
註
釈
法
家
要
覧
折
獄
明
珠
』
四
巻
　
清
波
逸
翌
編
　
万
暦
三
〇
年
序
抄
本
　
尊
爵
閣
文
庫

『
漸
刻
校
正
音
釈
詞
寡
便
覧
鼻
翼
石
筆
』
四
巻
　
闘
闘
子
訂
註
　
明
万
暦
四
二
年
序
刊
本
　
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

『
新
刻
校
正
音
釈
詞
家
便
覧
蒲
曹
遺
筆
』
四
巻
　
聞
間
子
訂
註
　
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

『
鼎
銀
金
陵
原
板
按
律
便
民
折
獄
奇
編
』
四
巻
楽
天
子
編
明
刊
本
　
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館

『
刻
法
林
照
天
燭
』
五
巻
　
酔
中
浪
聖
揖
　
明
刊
本
　
尊
経
閣
文
庫

『
合
刻
名
公
案
断
法
林
灼
見
』
四
巻
巻
首
一
巻
　
湖
海
山
人
清
虚
子
編
輯
　
天
啓
元
年
序
刊
本
　
蓬
田
文
庫

『
新
鍋
訂
補
釈
註
蒲
曹
遺
筆
』
四
巻
　
徐
愚
詐
韓
　
開
癸
未
序
刊
本
　
尊
経
閣
文
庫

『
薪
…
鋼
訂
補
釈
註
灘
震
手
筆
』
四
巻
曙
刊
本
　
ア
メ
リ
カ
議
会
図
譲
館

『
新
咽
刻
法
家
須
偶
知
附
奇
状
集
』
六
巻
付
一
巻
　
趨
否
狼
六
年
序
刊
太
一
　
内
閣
文
庫

『
袖
珍
礪
筆
全
魯
』
一
〇
巻
国
会
園
書
館
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＠
　
　
『
法
家
秘
授
智
嚢
書
』
二
巻
　
読
繰
斎
主
人
輯
　
尊
経
閣
文
庫

⑱
　
　
『
新
陥
鋼
法
家
透
陥
膿
寒
』
　
～
六
ぬ
蒼
　
補
綱
…
子
著
　
　
園
【
ム
葱
凶
識
倒
舘
鼎

⑲
　
　
『
鼎
刊
葉
先
生
精
選
鶯
曹
正
律
刀
筆
詞
鋒
』
存
二
巻
（
存
三
・
四
巻
）
　
北
京
図
書
館

⑳
　
　
『
薪
刻
法
家
管
見
彙
語
剤
璽
秦
鏡
』
八
巻
　
竹
影
軒
主
人
嘉
慶
　
雲
州
一
二
年
序
刊
本
　
北
京
図
書
館

⑳
　
　
『
新
刻
法
筆
驚
天
雷
』
二
巻
　
清
刊
本
　
清
華
大
学
図
書
館

＠
　
『
新
刻
法
筆
新
春
』
二
巻
　
清
刊
本
　
㈲
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
㈲
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
東
亜
図
書
館

⑳
　
『
新
鋳
法
家
透
謄
寒
』
＝
ハ
巻
　
補
相
子
著
　
束
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑳
　
『
新
鋳
法
家
透
謄
寒
』
一
六
巻
　
補
相
子
著
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

㊧
　
『
新
刻
平
治
館
評
釈
薫
曹
致
君
術
』
七
巻
　
臥
龍
子
鼠
編
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

魎
　
　
『
新
刻
法
筆
驚
天
雷
』
二
巻
　
清
刊
本
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑳
　
　
『
新
刻
法
筆
驚
天
雷
』
四
巻
　
清
刊
本
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑳
）
　
『
漸
刻
法
筆
驚
天
雷
』
四
巻
　
清
抄
本
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑳
　
　
『
薪
刻
校
正
音
釈
詞
家
便
覧
重
曹
遺
筆
』
四
巻
　
間
間
子
質
量
　
清
刊
本
（
三
面
に
壬
辰
重
刊
と
あ
り
）
　
⑧
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

　
ン
ビ
ア
大
学
東
亜
図
書
館

⑳
　
『
新
刻
校
正
音
釈
詞
家
便
覧
軍
曹
遺
筆
』
四
巻
　
間
間
更
訂
註
　
清
刊
本
（
三
舞
に
乙
9
9
春
鏑
と
あ
り
）
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑧
　
　
『
新
刻
法
家
新
書
』
五
巻
　
呉
天
民
達
可
奇
童
編
　
溝
（
封
面
懸
治
元
年
）
刊
本
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

　
　
『
新
刻
法
筆
天
油
』
二
巻
　
清
刊
本
　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

⑳
　
『
新
刻
法
象
瀟
曹
両
造
雪
案
鳴
冤
律
』
四
巻
　
管
見
子
註
釈
　
清
刊
本
　
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

⑭
）
　
『
漸
刻
法
家
瀟
曹
両
造
雷
案
鳴
冤
律
』
（
一
名
『
両
便
刀
』
）
四
巻
　
導
爆
統
元
年
石
印
本
　
上
海
図
書
館

㊨
　
　
『
新
刻
法
筆
驚
天
雷
』
八
巻
　
清
宜
統
元
年
石
印
本
　
上
海
図
書
砿
…

㈲
コ
ロ
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勧
『
薪
刻
法
筆
驚
天
雷
』
八
巻
清
石
印
本
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
爵
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
＠
　
『
新
刻
校
正
音
釈
詞
象
便
覧
瀟
啓
遺
筆
』
四
巻
　
間
闘
子
訂
註
　
清
石
印
本
　
上
海
図
書
館

　
右
の
書
闘
か
ら
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
の
中
で
は
瀟
曹
遺
筆
と
称
し
、
蒲
曹
の
二
字
を
冠
す
る
も
の
が
き

わ
め
て
多
い
。
書
名
で
蒲
曹
遺
筆
と
称
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
実
は
講
習
か
ら
浦
幌
に
か
け
て
の
時
代
に
限
っ
て
雷
え
ぼ
、
訟
師
秘
本
は
普

通
、
瀟
曹
遺
筆
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
天
啓
元
年
（
ニ
ハ
一
＝
）
の
序
文
を
持
つ
⑫
『
合
算
名
公
案
断
法
林
灼
見
』
は
、
公
案
小
説
（
裁

判
小
説
）
を
主
体
に
し
上
欄
に
訟
師
秘
本
を
印
鑑
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
愈
愈
に
「
民
間
の
書
店
で
出
版
し
て
い
る
蒲
曹
遺
筆
は
す
べ
て

古
い
も
の
を
重
ね
て
出
版
し
た
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
山
人
が
編
集
し
た
こ
の
書
は
、
上
欄
に
瀟
曹
を
付
け
加
え
下
欄
に

案
件
の
判
決
を
載
せ
て
い
る
し
と
の
宣
伝
文
を
載
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
瀟
曹
遺
筆
ま
た
は
瀟
曹
は
、
普
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
欝
欝
秘
本
を
総
称
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
康
煕
＝
一
年
（
一
六
七
三
）
滋
賀
の
⑳
『
新
刻
法
家
管
見
彙
語
刑
毫

秦
鏡
』
の
序
文
に
も
、
こ
の
書
の
出
版
を
説
明
し
て
「
蒲
曹
を
版
木
に
刻
み
」
と
述
べ
て
い
る
。
後
の
乾
魚
年
間
に
は
洋
弓
秘
本
と
呼
ば
れ
禁

書
と
な
っ
た
『
刑
墓
秦
鏡
』
も
、
清
初
で
は
瀟
曹
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
清
代
中
期
・
末
期
に
出
版
さ
れ
た
⑳
⑳
⑳
な
ど
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ

れ
も
明
ら
か
に
明
末
に
出
版
さ
れ
た
⑧
の
改
訂
版
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
蒲
曹
遺
筆
』
と
称
す
る
書
物
が
ひ
と
た
び
出
版
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
閻

も
な
く
訟
師
秘
本
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
は
清
末
ま
で
影
響
力
を
保
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
訟
師
秘
本
の
出
現
過
程
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
我
々
は
、
何
よ
り
も
こ
の
『
重
曹
遺
筆
』
の
出
現
過
程
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
言
う
海
曹
と
は
、
も
と
漢
の
高
祖
劉
邦
に
仕
え
た
瀟
何
と
曹
参
の
こ
と
で
、
後
世
の
庶
民
社
会
で
は
中
国
の
法
律
を
作
り
守
っ
た
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁

祖
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
有
能
な
醤
吏
あ
る
い
は
実
務
派
官
僚
の
代
表
と
見
な
さ
れ
て
い
だ
。
韓
藍
遺
筆
と
は
こ
の
よ
う
な
人
物
が
書
き
残
し
た

ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
糠
…
曹
感
喜
と
は
、
も
と
も
と
官
僚
、
幕
友
、
重
富
の
側
で
使
う
実
用
書
の
よ
う
な
名
前
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
書
は
も
っ
ぱ
ら
彼
ら
と
対
決
す
る
た
め
の
訴
訟
手
引
き
書
と
し
て
、
民
間
で
用
い
ら
れ
た
。

6　（162）



訟師秘本『瀟曹遣筆』の繊現（夫馬）

　
ま
た
こ
の
書
陰
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一
類
の
書
の
著
者
名
は
、
⑬
を
除
い
て
、
竹
林
浪
嬰
・
江
湖
託
言
・
間
間
子
・
補
相
子
な

ど
す
べ
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
一
つ
例
外
と
言
う
べ
き
⑲
の
徐
墨
直
貼
と
い
う
の
も
、
法
律
書
『
大
明
律
例
上
等
勢
註
』
の

著
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
彼
の
名
を
剰
淫
し
た
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
著
者
名
だ
け
で
な
く
そ
の
出
版
の
年
代
も
多
く
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
訟
師
秘
本
と
は
こ
の
よ
う
に
、
禁
令
が
出
る
以
前
か
ら
著
者
の
顔
を
隠
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
訟
師
秘
本
と
は
何
か
を
説
明
す
る
た
め
、
も
し
右
の
書
国
の
う
ち
で
訟
師
秘
本
の
代
表
格
を
挙
げ
よ
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
②
の
『
新
雨
上
砂
遺
筆
』
四
巻
　
竹
林
浪
嬰
輯
　
明
万
感
二
三
年
（
一
流
九
五
）
序
刊
本
を
挙
げ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
第
一

に
、
こ
の
書
は
か
つ
て
講
師
秘
本
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
瀟
曹
遺
筆
を
名
乗
る
も
の
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
編
纂
・
出
版
の
年
代
が
わ

か
る
も
の
の
な
か
で
は
今
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
第
三
に
、
③
を
も
含
め
れ
ば
、
細
末
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
の
中
で
は
異

例
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
数
多
く
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
の
書
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
新
鎮
薫
曹
遺
筆
』
は
お
お
よ
そ
七
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
は
倣
状
十
段
錦
心
意
、
古
忌
箴
規
、
法
家
管
見
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
訴
訟
文
書
を
書
く
も
の
や
訴
訟
を
代
理
す
る
も
の
の
守
る
べ
き
注
意
事
項
で
あ
る
。
第
二
は
野
饗
式
と
呼
ぶ
も
の
で
自
供
調
書
を
取

る
と
き
の
注
意
で
あ
る
。
第
三
は
詞
稿
文
選
お
よ
び
墨
結
諸
式
と
称
す
る
も
の
で
、
訴
訟
文
書
な
ど
民
間
人
が
官
庁
へ
提
出
す
る
文
書
の
文
例

集
で
あ
る
。
愚
稿
文
鋒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
の
種
類
に
応
じ
て
盗
賊
類
、
墳
山
類
、
人
命
類
、
争
占
類
、
騙
獣
類
、
婚
姻
類
、
債
麺
類
、
芦
畜

類
、
髄
膜
類
、
継
立
類
、
姦
情
類
、
脱
罪
類
、
聖
母
類
、
別
状
類
、
説
帖
類
と
い
う
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
盗
賊
類
か
ら
脱
髄
類

ま
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
訴
訟
に
関
連
し
た
文
例
で
あ
る
。
ま
た
詞
舞
文
鋒
の
執
照
類
か
ら
説
帖
類
ま
で
と
剛
結
諸
式
と
は
、
官
庁
へ
提
出
す

る
弁
明
書
、
申
講
文
書
、
嘆
願
書
、
保
証
書
の
た
ぐ
い
の
文
例
で
あ
る
。
第
四
は
六
条
礁
語
な
ど
と
呼
ば
れ
る
訴
訟
文
書
の
書
き
韻
し
の
部
分

で
用
い
る
慣
用
句
や
、
分
条
錫
語
と
い
う
文
書
の
中
で
相
手
を
非
難
中
傷
す
る
と
き
に
用
い
る
と
効
果
的
な
言
葉
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
第

五
の
部
分
は
告
示
例
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
方
官
が
治
下
の
人
民
に
対
し
て
下
す
布
皆
文
の
文
例
で
あ
る
。
そ
の
第
六
は
案
断
審
参
と
付
判
語
で

あ
り
、
こ
れ
は
審
語
（
取
り
調
べ
に
た
い
す
る
客
観
的
な
叢
菓
）
、
参
語
（
取
り
調
べ
の
結
果
に
対
す
る
裁
判
官
の
考
え
）
そ
れ
に
判
決
文
の
文
例
で
あ
る
。
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そ
し
て
最
後
の
第
七
の
部
分
は
明
認
摘
要
と
い
う
明
鑑
を
簡
便
に
し
た
も
の
と
、
こ
れ
を
適
用
す
る
場
合
に
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
納
紙
則
例

な
ど
で
あ
る
。

　
他
の
訟
師
秘
本
の
内
容
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
ほ
か
の
多
く
の
訟
師
秘
本
を
『
新
顔
二
曹
遺
筆
』
と
比
べ
て
み
て
も
、
そ
の

内
容
は
こ
の
七
つ
の
部
分
か
ら
大
き
く
は
み
出
る
も
の
で
は
な
い
し
、
か
り
に
は
み
出
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
特
に
重
要
な
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
同
じ
く
蒲
奮
遺
筆
と
称
す
る
⑧
『
新
刻
校
正
音
誉
詞
家
便
覧
蒲
曹
遺
筆
』
四
巻
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
a
太
祖
高
皇
帝
御
製
六
諭
、
b
官
箴
言
誓
、
c
墨
刑
条
例
、
d
十
悪
徳
条
、
e
八
議
条
例
、
f
応
議
者
犯
罪
、
9
五
刑
定
律
、
h
薬
紙
則
例
、
i
六
実
辮
、

　
　
一
六
職
擬
翠
霞
、
k
七
殺
意
、
1
七
殺
擬
罪
、
m
金
科
玉
細
々
、
n
翻
意
八
字
釈
義
、
o
例
分
掛
外
十
六
字
義
、
P
法
家
体
要
、
q
詞
家
手
鏡
〔
人
命
類
・

　
　
盗
賊
類
・
戸
役
類
・
家
業
類
…
…
〕
、
r
新
選
審
参
法
語
、
S
部
院
告
示
、
t
聖
岳
隠
題
問
答
、
u
薪
増
京
省
招
擬

　
こ
の
う
ち
a
か
ら
。
と
t
と
は
ほ
ぼ
明
律
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
番
う
こ
と
が
で
き
、
あ
え
て
い
え
ば
『
新
鍵
蒲
曹
遣
筆
』
の
第
七
の
部

分
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
P
は
第
一
の
部
分
、
q
は
第
三
の
部
分
、
r
は
第
六
の
部
分
、
s
は
第
五
の
部
分
、
u
は
第
二
の
部
分
に
ほ

ぼ
面
当
す
る
。
結
局
こ
の
訟
師
秘
本
も
大
枠
で
は
『
新
患
蒲
曹
遺
筆
』
か
ら
大
き
く
は
み
出
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
瀟
曹

遺
筆
と
称
し
て
い
る
⑬
『
新
銭
訂
補
釈
尊
蒲
登
営
筆
』
四
巻
の
内
容
を
見
て
も
、
次
の
よ
う
に
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
。

　
　
　
a
愚
状
類
、
b
説
遠
類
、
c
串
本
類
、
d
状
式
類
、
e
断
律
問
答
、
f
律
例
総
歌
、
9
犯
薮
蘭
歌
、
h
騙
害
類
、
i
車
山
類
、
一
戸
役
々
、
k
執
照
類
、

　
　
　
1
婚
姻
類
、
m
姦
情
類
、
n
田
畜
類
、
O
債
負
類
、
P
盗
細
謹
、
q
人
命
類
、
r
洗
冤
条
例
、
S
初
復
検
験
躰
式
、
t
国
払
殊
語
、
u
苛
法
、
v
名
例
律
、

　
　
　
W
状
式
摘
要
〔
婚
姻
彙
語
・
人
命
彙
語
…
…
〕

　
こ
の
う
ち
a
・
b
・
d
そ
れ
に
h
か
ら
q
ま
で
は
、
明
ら
か
に
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
臨
の
第
三
の
部
分
に
当
た
る
。
ま
た
e
か
ら
9
と
v
と
は

第
七
の
部
分
に
、
t
は
第
四
の
六
条
殊
語
、
W
も
第
四
の
分
野
詩
語
に
相
当
す
る
。
た
だ
C
の
謄
本
類
は
奏
議
の
例
文
で
あ
り
、
r
の
洗
冤
条

例
、
s
の
初
許
検
験
躰
式
、
　
u
の
検
法
は
そ
れ
ぞ
れ
検
死
の
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
『
新
七
紋
曹
遺
筆
』
に
も
『
新
刻
校
正
音
釈
詞

8．　（164）



訟師秘本『薫曹遺筆』の出現（夫馬）

家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
に
も
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
岡
じ
く
瀟
曹
遺
筆
と
称
す
る
訟
師
秘
本
で
も
、
出
入
が
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
、
万
暦
四
二
年

（一

Z
｝
四
）
に
書
か
れ
た
と
い
う
『
新
刻
校
正
音
釈
詞
家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
の
序
文
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
書
物
（
『
蕉
曹
遺
筆
』
）
が
天
下
に
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
数
十
年
に
な
る
。
た
だ
民
間
の
書
店
が
競
っ
て
版
木
に
彫
り
校
正
を
加
え
な
か

　
　
つ
た
た
め
、
文
字
の
写
し
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
如
何
と
も
し
難
か
っ
た
。
か
っ
近
頃
で
は
名
を
あ
れ
こ
れ
替
え
て
は
い
る
が
、
す
べ
て
改
頭
換
在
し
て
い

　
　
る
に
す
ぎ
ず
、
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
付
け
加
え
て
真
価
の
あ
る
も
の
と
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
す
る
こ
と
を
恥
と
も
思
わ
ず
、
各
々
僅
か
な
点
を
売
り
物
に
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
る
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
薫
曹
遺
筆
』
と
称
す
る
書
物
が
流
布
し
始
め
て
か
ら
数
十
年
の
あ
い
だ
に
、
数
多
く
の
覆
刻
本
が
出
た
だ
け
で
は
な
く
、

同
類
の
も
の
が
書
名
を
変
え
て
次
々
に
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。
先
に
見
た
三
種
の
訟
師
秘
本
が
大
同
小
異
で
あ
っ
た
の
は
、
同
じ
く
蒲
曹
遺
筆

と
称
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
書
名
が
違
っ
て
い
て
も
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
⑥
『
新
刻
摘
選
増
補
註
釈
法

家
要
覧
折
鳳
町
珠
』
（
万
麿
三
〇
年
盛
刊
塞
）
の
内
容
は
、
『
新
禦
蒲
曹
遺
筆
』
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

ら
は
他
に
は
な
い
独
自
性
を
出
そ
う
と
し
て
様
々
な
も
の
を
後
か
ら
付
け
加
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
一
例
を
言
え
ば
、
こ
の
書
自
身
が
載
せ
る

太
祖
高
皇
帝
御
製
六
諭
が
、
恐
ら
く
そ
れ
で
あ
る
。
六
諭
は
む
し
ろ
統
治
者
が
普
及
に
努
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
訟
師
秘
本
に
ど
う
し
て
も
必

要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
奏
議
や
検
死
方
法
を
記
し
た
も
の
な
ど
も
、
恐
ら
く
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
新
錨
訂
補

釈
註
瀟
曹
遺
筆
』
の
。
奏
本
類
に
見
え
る
御
史
郷
応
龍
劾
厳
器
厳
漸
減
本
は
、
訟
師
秘
本
の
＠
⑯
⑳
⑳
な
ど
多
く
に
収
め
ら
れ
る
が
、
ま
た
『
皇

明
経
世
文
選
に
も
収
め
ら
れ
て
い
殉
・
つ
青
こ
れ
は
政
府
に
と
・
て
曾
無
害
な
も
の
で
あ
一
・
訟
師
秘
本
の
本
質
と
茎
短
係
が
な

か
っ
た
。
訟
師
秘
本
に
は
書
目
に
見
た
よ
う
に
た
し
か
に
多
く
の
種
類
が
あ
る
。
し
か
し
清
末
に
及
ぶ
ま
で
の
ど
れ
を
取
っ
て
み
て
も
、
お
お

よ
そ
そ
の
内
容
は
以
上
三
つ
の
訟
師
秘
本
の
範
囲
に
収
ま
る
か
、
た
と
え
こ
の
範
囲
か
ら
は
み
出
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
元
々

の
訟
師
秘
本
の
姿
で
は
な
く
そ
の
核
心
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
嬢
⑳
『
新
刻
麗
筆
驚
天
雷
』
四
巻
な
ど
多
く
の
訟
師
秘
本
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に
見
え
る
奇
状
集
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
裁
判
小
説
で
あ
り
、
し
か
も
「
訴
訟
を
駄
き
旭
こ
す
」
側
に
む
し
ろ
好
意
的
な
も
の
で
あ

る
が
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
⑮
『
新
刻
法
家
須
知
附
奇
状
集
』
六
巻
付
一
巻
（
崇
禎
六
年
序
刊
本
）
で
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
奇
状
集
も
ま
た
、
他
に
は
な
い
独
自
性
を
出
そ
う
と
し
て
付
け
く
わ
え
ら
れ
た
「
つ
ま
ら
ぬ
も
の
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ぼ
、
初
め
に
挙
げ
た
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
』
の
七
つ
の
部
分
の
な
か
に
す
ら
、
訟
師
秘
本
と
し
て
の
本
質
に
関
わ

り
の
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
第
二
の
串
早
撃
が
そ
れ
で
あ
る
。
確
か
に
訟
師
な
ど
訴
訟
に
関
与

す
る
者
に
と
っ
て
、
官
庁
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
自
供
書
を
取
る
の
か
を
知
っ
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
有
利
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
こ
れ
は
本
来
取
り
調
べ
る
側
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
の
と
し
て
は
「
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
」
側
の
も
の
で
は
決
し
て

な
か
っ
た
。
現
に
『
新
刻
校
正
音
懸
詞
家
便
覧
瀟
書
遺
筆
』
の
u
新
増
深
省
招
擬
は
取
り
調
べ
る
側
に
と
っ
て
も
必
要
な
知
識
で
あ
る
か
ら
、

よ
く
似
た
も
の
が
『
刻
精
虫
大
明
律
例
野
里
奇
術
』
巻
二
以
下
に
断
律
鍵
盤
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
明
週
に
出
版
さ
れ
た
開
律
注
釈

書
の
一
つ
で
、
取
り
調
べ
る
現
場
で
必
要
な
知
識
を
も
あ
わ
せ
載
せ
た
実
用
書
で
あ
る
。
お
な
じ
く
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
』
の
内
容
の
第
五
、
告

示
例
は
、
あ
い
似
た
も
の
な
ら
ぼ
明
末
の
官
箴
書
の
一
つ
、
王
権
茂
の
『
仕
途
懸
鏡
』
巻
二
に
告
示
類
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
ま
た
第
六
の
案

断
審
参
は
『
刑
台
法
律
』
巻
一
八
の
上
欄
に
新
増
無
断
審
参
と
し
て
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
載
っ
て
い
る
。
『
刑
台
法
律
』
も
や
は
り
、
明
器
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
版
さ
れ
た
取
り
調
べ
る
現
場
で
必
要
な
知
識
を
載
せ
た
実
用
書
で
あ
る
。
第
七
の
明
律
に
関
す
る
基
礎
知
識
も
訟
師
に
と
っ
て
は
必
要
な
知

識
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
も
ま
っ
た
く
政
府
に
と
っ
て
問
題
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
は
む
し
ろ
、
多
元
璋
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
人
民
が
法
律
を
周
知
す
る
こ
と
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
明
律
摘
要
と
よ
く
似
た
も
の
は
、
や
は
り
『
刻
精
註
大
明
律
例
致
君
奇
術
』
巻
一

に
六
律
総
括
と
し
て
載
っ
て
い
る
し
、
納
盃
則
例
な
ど
は
ど
こ
に
で
も
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
⑧
の
t
呑
込
断
律
闇
答
も
や
は
り
『
刻
精

註
大
明
律
例
賢
君
奇
術
』
巻
一
に
新
増
金
願
断
法
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
⑧
の
C
間
刑
条
例
か
ら
0
例
分
之
外
十
六
字
義
、
あ
る
い
は
⑨
の
e
・

f
・
9
は
、
取
り
調
べ
る
側
で
用
い
た
書
で
あ
れ
ば
普
通
何
処
に
で
も
類
似
し
た
も
の
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
統
治
す
る
側
、
つ

ま
り
官
僚
、
幕
友
お
よ
び
膏
吏
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
で
あ
り
、
け
っ
し
て
公
開
し
て
は
い
け
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
立
師
秘
本
と
は
何
か
、
ど
こ
が
「
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
」
と
し
て
問
題
と
さ
れ
た
核
心
部
分
で
あ
っ
た
の
か
を
理
解

で
き
る
。
訟
師
秘
本
と
は
、
導
師
な
ど
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
す
る
側
だ
け
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
と
、
取
り
調
べ
裁
ぐ
側
に
と
っ
て
必
要
な
実

用
知
識
と
を
併
せ
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
で
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
前
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
訴
訟
を
請
負
う
者
や
訴
訟
文
書
を

作
成
す
る
者
に
対
す
る
注
意
事
項
、
第
二
に
訴
訟
文
書
な
ど
、
罠
間
人
が
官
庁
へ
提
繊
す
る
文
書
の
文
例
集
、
そ
れ
に
訟
訴
文
書
の
中
で
用
い

る
用
語
集
と
い
う
三
つ
の
部
分
で
あ
る
。
す
べ
て
の
訟
師
秘
本
が
こ
の
三
つ
全
部
を
含
む
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
こ
の
三
つ

を
含
む
か
三
つ
の
う
ち
少
な
く
と
も
あ
と
の
二
つ
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
意
味
で
こ
の
三
者
は
三
士
秘
本
の
三
要
素
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

訟
師
秘
本
と
は
こ
の
三
者
を
核
心
と
し
、
そ
れ
に
地
方
官
・
幕
友
・
脊
吏
ら
と
共
有
す
る
明
律
に
関
す
る
基
礎
知
識
な
ど
を
抱
き
合
わ
せ
て
で

き
て
い
た
の
で
あ
る
。

働
　
『
薪
鍵
蘇
曹
遺
籔
』
に
み
る
訟
師
秘
本
の
三
要
棄

，訟師秘本［「瀟曹遺筆』の繊現（爽馬）

　
画
師
秘
本
の
三
要
素
の
う
ち
、
訴
訟
を
歎
け
負
う
者
ま
た
は
訴
訟
文
書
を
作
成
す
る
者
に
対
す
る
注
意
事
項
が
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
諾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
で
も
な
く
訴
訟
を
請
け
負
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
ま
ず
違
法
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
そ
の
巻
一
、
法
家
管
見
の
一
条
に
は
次
の
よ
う

な
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　
一
　
豪
傑
の
土
で
も
万
に
一
つ
の
失
敗
も
な
く
、
訴
え
れ
ば
必
ず
勝
つ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
。
た
だ
こ
ち
ら
に
道
理
の
あ
る
こ
と
が

　
　
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
力
を
こ
め
て
こ
れ
を
行
い
、
相
乎
が
も
し
負
け
た
と
知
っ
て
承
服
す
れ
ば
和
解
を
許
し
て
や
る
。
こ
ち
ら
に
道
理
の
な
い
こ
と
が
は

　
　
つ
き
り
す
れ
ば
、
密
か
に
下
っ
て
こ
れ
と
和
解
し
、
粗
手
が
も
し
強
情
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
始
め
て
正
面
か
ら
闘
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
名
声
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
人
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
は
な
は
だ
戦
闘
的
で
あ
る
。
「
訴
え
れ
ば
必
ず
勝
つ
」
こ
と
を
求
め
る
な
ど
と
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
裁
判
を
す
る
統
治
者
に
と
っ

て
不
届
き
千
万
な
こ
と
で
あ
っ
允
。
ま
允
こ
れ
で
は
、
裁
判
を
リ
…
ド
す
る
の
は
地
方
有
で
は
な
く
訴
訟
を
請
け
負
っ
た
者
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
も
の
を
政
府
が
問
題
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
ウ
た
。

　
同
じ
く
政
府
か
ら
見
れ
ば
、
訴
訟
文
書
は
た
だ
あ
り
の
ま
ま
に
書
け
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
な
ん
ら
の
テ
ク
ニ
ヅ
ク
も
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
『
新
鎭
瀟
曹
遺
筆
』
巻
一
に
収
め
る
暴
状
十
段
錦
玄
室
と
は
、
こ
の
文
章
作
成
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
敢
え
て
教
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
そ
の
結
論
部
分
で
は
次
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
。

　
　
　
右
の
十
段
錦
の
法
と
は
、
そ
の
案
件
の
実
情
に
従
っ
て
そ
の
文
章
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
一
字
一
字
と
び
抜
け
た
も
の
で
、
一
句
～
句

　
　
凡
俗
を
抜
け
出
て
お
り
、
一
項
一
項
が
法
律
に
合
致
し
、
言
葉
に
引
き
締
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
事
と
理
と
が
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
れ
な
ら
智
嚢
包
括
、
筆
陣
縦
横
、
看
戦
英
雄
で
あ
っ
て
勝
た
ざ
る
は
な
い
。

　
こ
れ
も
は
な
は
だ
闘
争
的
で
あ
る
。
倣
状
十
段
錦
玄
意
と
は
た
だ
無
味
乾
燥
な
一
片
の
訴
訟
文
書
の
書
き
方
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
細
心

に
「
勝
た
ざ
る
は
な
い
」
書
き
方
を
教
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
訟
師
秘
本
の
第
二
の
要
素
は
、
『
新
津
三
曹
遺
筆
』
で
詞
稿
文
鋒
と
呈
結
諸
式
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
ど
の
訟
師
秘
本
で
も

最
も
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
お
り
、
核
心
中
の
核
心
と
い
っ
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
詞
稿
文
士
の
う
ち
執
照
々

か
ら
説
帖
類
ま
で
と
呈
結
諸
式
と
は
、
官
庁
へ
提
出
す
る
弁
明
書
、
申
請
文
書
、
嘆
願
書
、
保
証
書
の
た
ぐ
い
の
文
例
で
あ
っ
て
訴
訟
に
関
係

し
た
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
恐
ら
く
政
府
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
問
題
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
例
が
普
通
ど
の
訟
師
秘
本
に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
訟
師
な
ど
人
に
代
わ
っ
て
文
書
を
書
く
も
の
に
と
っ
て
は
、
訴
訟
文
書
だ
け
で
な
く
こ
の
種
の
文
章
を
書
く
こ
と
が
日

常
的
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
詞
稿
文
鋒
の
う
ち
、
盗
賊
類
、
墳
山
県
、
人
命
類
、
争
曇
霞
、
騙
害
毒
、
婚
姻
類
、
債
負
類
、
戸
醜
類
、
憂
身
類
、
本
立
類
、
姦
情

類
、
脱
獣
類
と
分
類
さ
れ
た
文
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
つ
だ
け
婚
姻
類
と
分
類
さ
れ
た
も
の
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
あ
と
で
別
の
訟
師
秘
本
に

見
え
る
文
牽
と
そ
の
句
作
り
を
比
較
し
た
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
原
文
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
A
”
告
重
嫁
〔
徳
安
県
事
〕
（
『
薪
鍵
薫
曹
遺
筆
』
巻
二
、
婚
姻
類
）
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物師秘本『蒲曹遣筆』の出現（夫馬）

謀
奪
生
妻
事
ひ
身
姿
韓
盛
女
帯
妻
、
過
門
成
婚
無
異
。
淫
番
狂
某
継
妻
姿
色
、
讐
鼓
岳
騨
、
接
女
帰
寧
、
広
金
野
嬰
、
獣
身
失
配
。
痛
論
未
嫁
取
騰
勢
女
、

既
聴
則
係
身
妻
、
奪
嫁
受
財
、
行
同
禽
犠
。
乞
究
完
婁
正
倫
。
上
暫
。

　
　
訴

違
令
護
騙
薯
。
女
嫁
朱
某
為
妻
、
反
目
殴
傷
、
鼻
帰
救
養
、
情
急
七
告
、
蒙
批
奪
取
不
従
。
因
遵
執
照
、
明
嫁
程
某
養
鯉
。
悪
知
捏
空
聾
制
、
泣
思
阿
皆

已
経
三
年
、
恩
諭
又
非
一
次
、
何
得
未
嫁
絶
無
人
影
、
既
嫁
遂
有
男
夫
、
天
華
難
隔
、
望
光
訴
。

　
〔
唐
府
主
審
〕
細
切
原
婆
算
置
為
妻
、
閨
門
反
羅
、
岳
土
取
園
、
歴
八
年
之
久
。
既
不
完
嬰
、
又
不
令
嫁
、
是
坑
其
女
子
、
拘
々
然
筆
触
慕
抵
也
。
夫

　
恒
心
三
和
、
墨
取
七
次
不
従
、
正
暴
挙
棄
心
意
奏
。
本
県
挑
令
改
嫁
、
是
承
嬰
者
官
府
令
承
之
也
。
嫁
女
者
官
府
銀
歯
之
也
。
更
有
何
皐
。
但
所
嫁
財

　
礼
、
理
合
給
還
朱
正
、
男
嬰
続
後
嗣
云
。

　
詞
斜
文
鋒
の
う
ち
盗
賊
類
か
ら
脱
罪
類
に
分
類
さ
れ
た
文
例
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
に
告
－
訴
一
審
と
い
う
一
型
ヅ
ト
か
ら
な
っ
て
い
る
。

告
と
は
告
詞
ま
た
は
告
状
と
い
う
も
の
で
、
現
在
日
本
の
民
事
訴
訟
法
で
い
う
原
告
の
訴
状
に
あ
た
る
。
訴
と
は
訴
詞
ま
た
は
訴
状
と
い
う
も

の
で
、
被
告
の
答
弁
書
・
反
論
で
あ
る
。
ま
た
審
と
は
審
語
の
こ
と
で
、
地
方
官
の
判
決
に
あ
た
る
。

　
こ
の
裁
判
は
徳
安
県
、
つ
ま
り
江
西
省
九
江
府
の
徳
安
県
の
も
の
と
い
う
。
原
告
朱
鷺
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
彼
が
韓
盛
の
娘
を
樵
っ
た
と
こ

ろ
選
手
な
る
男
が
こ
れ
に
横
恋
慕
し
た
。
程
某
は
妻
の
母
を
焚
き
つ
け
て
実
家
に
帰
さ
せ
、
大
金
を
使
っ
て
妻
を
自
分
の
も
の
と
し
た
。
妻
の

母
が
妻
を
自
分
か
ら
奪
い
重
ね
て
財
礼
（
結
納
金
）
を
程
某
か
ら
受
け
取
っ
た
の
は
、
禽
獣
の
よ
う
に
礼
儀
を
知
ら
な
い
や
り
方
で
あ
る
。
妻
を

自
分
に
返
す
よ
う
に
判
決
さ
れ
て
、
人
倫
を
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
。
し
か
し
被
告
の
反
論
に
よ
れ
ば
、
娘
が
実
家
に
帰
っ
た
の
は
夫

婦
仲
が
悪
く
殴
ら
れ
た
か
ら
で
、
こ
れ
ま
で
七
回
に
わ
た
っ
て
お
上
に
願
い
出
、
引
き
取
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
朱
正
は
こ
れ
に
従

わ
な
い
。
そ
こ
で
お
上
か
ら
証
明
書
を
い
た
だ
い
て
程
某
に
嫁
が
せ
た
の
で
あ
り
、
準
正
の
訴
え
は
謳
告
で
あ
る
と
い
う
。
最
後
に
裁
判
官
の

判
決
が
加
わ
る
。
九
江
府
知
府
唐
某
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
朱
墨
に
は
明
ら
か
に
妻
を
捨
て
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
り
、
一
方
で
再
婚
を
許
さ
な

い
之
い
う
の
で
あ
れ
ば
娘
は
進
退
に
窮
す
る
こ
と
に
な
る
。
再
婚
を
承
認
し
て
い
る
の
は
徳
安
県
そ
の
も
の
で
あ
り
、
再
婚
さ
せ
ん
と
す
る
の
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も
徳
安
県
の
意
思
で
あ
る
。
こ
れ
に
不
都
合
は
な
い
。
た
だ
先
に
受
け
取
っ
て
い
る
財
礼
は
朱
正
に
返
却
し
、
再
び
嫁
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て

や
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。

　
さ
て
こ
の
案
件
は
、
実
際
に
何
処
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
ど
こ
が
政
府
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
例
を
当
時
の
地
方
官
た
ち
が
訴
訟
の
と
き
に
手
本
に
せ
よ
と
人
々
に
与
え
て
い
た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

問
題
点
が
は
っ
き
り
す
る
。
た
と
え
ば
『
新
銀
蒲
曹
遺
筆
』
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
編
纂
さ
れ
た
呂
坤
の
『
実
政
録
』
風
憲
約
に
は
、
訴
訟
文
書
の

サ
ン
プ
ル
（
詩
式
）
と
し
て
人
命
告
享
式
、
人
命
告
検
式
、
告
盗
情
状
式
、
告
辮
盗
状
式
、
告
姦
線
状
式
、
告
打
詐
挙
式
な
ど
合
計
二
七
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
は
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
』
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
当
時
の
人
々
は
訴
訟
に
あ
た
っ
て
訟
師
秘
本
で

は
な
く
こ
れ
を
用
い
れ
ば
よ
か
っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
『
新
羅
蒲
曹
遺
筆
』
の
婚
姻
類
で
は
、
原
告
の
た
め
の
文
例
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
四
つ
挙
げ
ら
れ
、
各
々
に
対
応
す
る
被
告
の
反
論
も
四
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
婚
姻
問
題
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
は
、
原

告
で
も
被
告
で
も
そ
の
立
場
と
ケ
…
ス
に
応
じ
て
、
こ
の
中
か
ら
最
も
ふ
さ
わ
し
い
文
例
を
取
り
寒
し
て
参
考
に
す
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
『
実

政
録
』
で
は
婚
姻
問
題
に
関
連
し
た
も
の
は
わ
ず
か
「
告
婚
姻
面
上
」
一
つ
で
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
融
通
性
に
欠
け
て
い
る
。
被
告
が
提
出
す

べ
き
訴
詞
の
文
例
に
い
た
っ
て
は
一
つ
も
な
い
。
こ
れ
で
は
原
告
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
使
い
物
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
被
告
の
方
は
全
く
使

え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
『
新
屋
瀟
曹
遺
筆
』
で
は
告
詞
－
適
職
と
い
う
対
応
形
式
を
取
っ
て
い
た
か
ら
、
原
告
は
こ
れ
に
よ
っ
て
相
手
は
ど

の
よ
う
な
反
論
を
し
て
く
る
の
か
、
一
つ
の
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
被
告
は
被
告
で
こ
れ
を
参
考
に
し
、
告
詞
に
対
応
し
冠
詞
を

書
く
こ
と
が
で
き
た
。
亡
師
秘
本
の
文
例
集
が
出
口
詞
－
訴
詞
と
い
う
攻
撃
一
防
御
の
形
式
を
基
本
と
し
て
取
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
使
う

も
の
に
と
っ
て
非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
『
仁
政
録
』
が
示
す
文
例
は
ど
れ
を
取
っ
て
み
て
も
表
現
が
は
な
は
だ
質
朴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
近
詠
重
曹
遺
筆
』
に
掲
げ
ら

れ
た
も
の
は
は
な
は
だ
刺
激
的
で
あ
る
。
先
の
例
で
雷
え
ぱ
、
ま
ず
告
詞
の
タ
イ
ト
ル
「
謀
奪
生
妻
」
と
誓
詞
の
タ
イ
ト
ル
「
違
令
謳
騙
」
か
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訟師秘本『蕉警遺筆』の出現（夫馬）

ら
し
て
き
わ
め
て
刺
激
的
で
あ
る
う
え
、
貰
手
を
中
傷
す
る
た
め
に
淫
雨
あ
る
い
は
悪
と
呼
び
、
相
手
の
行
為
を
「
行
い
は
禽
積
に
同
じ
」
「
裡

空
し
鑑
制
し
た
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
そ
の
迫
力
か
ら
い
っ
て
、
『
実
政
録
』
が
掲
げ
る
文
例
を
参
考
に
し
て
書
い
た
の
で
は
、

と
う
て
い
勝
ち
目
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
訟
師
秘
本
の
文
例
が
刺
激
的
で
迫
力
が
あ
っ
た
の
は
、
殊
語
と
か
聖
上
と
か
呼
ば
れ
る
言
葉
を
用
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
『
新
玉
蒲
壷
飾
筆
』

の
六
条
殊
語
や
分
留
珂
語
の
項
に
は
、
お
よ
そ
相
手
を
中
傷
し
、
ま
た
自
分
の
悲
惨
な
あ
り
様
や
無
実
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
思
い
つ
く
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
言
葉
が
並
ん
で
い
る
。
と
も
に
二
字
句
、
四
字
句
、
六
字
句
な
ど
か
ら
な
る
が
、
最
も
多
く
は
四
字
句
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
殊

語
と
は
訴
訟
文
書
の
タ
イ
ト
ル
で
用
い
る
慣
用
句
や
相
手
に
対
す
る
蔑
称
、
さ
ら
に
文
書
を
締
め
く
く
る
と
き
な
ど
に
用
い
る
決
ま
り
文
句
で

あ
る
。
す
で
に
示
し
た
例
で
言
え
ば
告
詞
の
タ
イ
ト
ル
「
謀
奪
生
妻
」
と
三
楽
の
タ
イ
ト
ル
「
違
令
趣
騙
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
「
淫
豪
」
が
そ

れ
で
あ
り
「
望
光
上
訴
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
』
で
は
訴
訟
案
件
の
種
類
に
応
じ
て
吏
条
殊
語
、
戸
条
激
語
、
礼
条
殊
語
、
兵

条
礁
語
、
刑
条
殊
語
、
工
条
総
懸
の
ほ
か
、
訴
条
殊
語
、
衙
門
類
、
郷
窪
類
、
大
戸
類
、
平
人
類
、
生
員
類
、
親
戚
類
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
原
告
・
被
告
と
も
こ
の
分
類
に
応
じ
て
、
相
手
を
攻
撃
す
る
の
に
最
も
椙
応
し
い
言
葉
を
そ
こ
か
ら
探
し
出
せ
ば
よ
か
っ
た
。
た
と
え
ば

こ
の
原
告
は
、
戸
条
殊
語
に
見
え
る
奪
妻
大
言
と
い
う
言
葉
を
代
わ
り
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
し
、
逆
に
被
告
も
訴
接
骨
語
に

見
え
る
飛
雨
黒
海
な
ど
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
夢
語
と
は
文
中
で
相
手
を
中
傷
非
難
す
る
と
き
に
用
い
る
と
効

果
的
な
蓑
現
で
あ
り
、
や
は
り
先
の
例
で
言
え
ば
「
行
同
禽
積
』
「
捏
空
華
制
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
こ
れ
も
懲
汚
類
、
孤
幼
類
、
継
立
類
、

産
業
類
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
利
用
者
は
最
も
効
果
的
な
語
句
を
こ
こ
か
ら
選
べ
ば
よ
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
言
葉

は
、
相
手
を
大
い
に
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
訟
師
秘
本
の
三
要
素
が
、
訴
訟
を
一
件
で
も
減
ら
し
た
い
と
望
む
政
府
に
と
っ
て
、
大
い
に
忌
ま
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
書
は
、
訴
訟
文
書
を
書
こ
う
と
す
る
も
の
か
ら
見
れ
ば
、
便
利
こ
の
上
な
く
で
き
て
い
た
。
こ
れ
な
ら
訟

師
の
よ
う
な
専
門
家
で
な
く
て
も
、
訟
師
が
書
い
た
の
と
同
じ
様
な
も
の
が
簡
単
に
書
け
て
し
ま
う
。
轟
轟
秘
本
が
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
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れ
が
専
門
の
訟
師
を
は
び
こ
ら
せ
る
か
ら
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
実
は
専
門
の
訟
師
で
も
な
い
の
に
彼
ら
が
書
い
た
の
と
同
じ
麗
な
「
訴

訟
を
引
き
起
こ
す
」
文
審
が
簡
単
に
書
け
て
し
ま
う
、
そ
の
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

玉6（172）

①
　
張
偉
仁
主
編
『
中
闘
法
制
史
書
巖
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
謡
言
研
究
駈
暴
利
之

　
六
七
、
一
九
七
六
）
第
一
冊
、
頁
＝
二
八
、
三
一
九
－
三
一
＝
で
は
、
本
文
中
の

　
⑧
⑭
⑩
＠
⑥
⑯
を
掲
げ
る
に
止
ま
る
。
ま
た
、
中
国
政
法
大
学
図
書
館
編
『
中
瞬

　
法
律
図
書
総
目
』
（
中
扇
政
法
火
学
患
版
社
、
　
一
九
九
一
）
頁
七
〇
六
一
七
〇
七

　
の
「
中
国
法
律
古
籍
」
明
代
の
項
に
は
次
の
も
の
を
掲
げ
る
。

　
『
刀
蟹
詞
峰
恥
（
明
）
葉
琉
侠
名
精
選
　
明
刻
本
　
　
（
存
策
三
巻
之
四
）

　
『
藤
曹
遺
筆
序
』
（
増
補
油
釈
）
　
抄
本

　
『
細
論
遺
筆
』
四
巻
　
　
（
明
）
閑
閑
子
爵
注

　
（
新
刻
）
『
蒲
曹
遺
筆
隠
（
醒
蒲
魚
）
　
四
巻
　
明
王
刻
本

　
　
こ
の
う
ち
、
『
刀
筆
白
峰
』
は
恐
ら
く
本
文
中
の
⑲
が
そ
れ
で
あ
り
、
『
薫
曹
遺

　
筆
』
四
巻
（
明
閑
閑
子
訂
注
）
は
⑧
の
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
所
蔵
先
を
明

　
記
し
な
い
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
二
つ
の
書
目
に
よ
る
か
ぎ
り
、
本
文
で

　
掲
げ
た
訟
師
秘
本
書
嗣
は
、
明
代
の
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
か
な
り
カ
バ
～
し
て

　
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
同
書
、
頁
七
二
〇
一
七
二
～
二
の
「
中
国
法
律
古
籍
」

　
清
代
の
項
に
は
次
の
も
の
を
掲
げ
る
。

　
『
法
家
透
腱
寒
』
四
巻
　
　
（
清
）
補
相
子
著
　
龍
謡
本
衙
刊
　
清
里
燈
元
年

　
『
法
家
警
天
雷
』
二
巻
　
書
林
叢
誌
霧

　
『
法
筆
驚
天
雷
隔
四
巻
　
刻
本
　
四
冊

　
『
透
臆
寒
』
　
「
山
ハ
巻
　
巌
粥
　
湘
晦
日
難
語
瞳
子
戴
名
濁
胤
刊
　
糊
麗
ゆ
兀
㎝
九
年

　
『
驚
天
霊
』
　
石
印
本
　
上
海
　
墨
金
章
図
書
局

　
厩
舖
警
一
致
君
加
傭
隠
山
ハ
巻
　

臥
曲
鳴
子
編
　
清
刊

　
『
雪
案
鳴
冤
律
隔
（
清
）
管
見
子
註
釈
　
法
二
藍

　
『
薪
鱗
刑
法
家
透
陥
鵬
寒
』
　
一
六
巻
　

補
相
子
同
風
　
轟
ホ
洲
剃
本

　
『
献
馴
鋼
法
家
透
陥
落
寒
』
　
一
六
巻
　
補
畑
捌
エ
」
蘭
省
　
⊥
天
業
堂
梓
行
一
刊

　
　
ま
た
洗
革
基
『
中
國
歴
代
法
家
著
述
考
』
（
一
九
三
鋤
）
で
は
『
溝
史
稿
』
芸
文

　
志
を
も
と
に
、
『
鷲
曹
随
筆
』
劇
中
を
掲
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
『
清

　
史
稿
』
芸
文
志
に
掲
げ
る
『
瀟
曹
随
筆
』
と
は
、
恐
ら
く
丁
丙
『
八
千
巻
楼
書
目
』

　
子
部
、
法
家
類
に
掲
げ
る
『
蒲
暫
随
筆
隔
を
孫
引
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く

　
『
瀟
警
遺
簗
』
の
誤
り
で
あ
る
。

②
　
本
文
の
⑩
⑭
は
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
雷
研
究
所
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

　
つ
た
。
ま
た
③
『
薪
銀
蕪
曹
遺
筆
』
は
、
各
巻
の
表
題
を
巻
一
「
新
鯉
瀟
響
明
鏡
」
、

　
巻
二
「
新
鯉
瀟
奮
遺
筆
」
、
巻
三
「
新
鍬
増
補
出
講
遣
筆
」
、
巻
四
「
銀
雪
曹
遺
筆
」

　
と
し
て
　
定
し
な
い
。
こ
の
書
は
②
の
覆
刻
本
で
あ
る
か
ら
、
『
新
鍵
薙
曹
遺
筆
』

　
を
書
名
と
す
る
。

③
『
新
銀
瀟
曹
遺
筆
』
序
で
「
蒲
実
義
公
、
赤
調
子
股
肱
、
以
吏
試
作
宰
租
」
と

　
弄
い
、
ま
た
『
新
刻
法
家
管
見
彙
語
刑
峯
重
心
』
巻
上
、
歴
朝
刑
法
で
、
「
今
之

　
律
法
、
重
曹
所
定
」
と
言
う
。

④
　
『
新
刻
校
正
音
釈
講
家
便
覧
瀟
瞥
遺
筆
』
重
刻
蕪
讐
遺
筆
序
。

　
　
是
山
導
行
宇
内
、
数
十
稔
夷
、
第
坊
闘
競
輪
軸
木
、
不
復
校
難
、
総
轄
魯
魚
亥

　
　
菰
之
嘆
耳
。
且
週
来
更
名
不
一
、
考
之
儲
君
改
錨
鎖
颪
、
不
引
続
額
澗
珠
之
藻
、

　
　
昏
逞
～
得
。

⑤
『
農
明
経
世
詩
編
島
粂
三
二
九
、
郷
応
龍
、
隠
題
瞭
蓬
洋
綴
潜
門
疏
。

⑥
　
『
刻
精
註
大
明
錐
例
致
露
奇
術
』
は
内
閣
文
摩
蔵
、
『
仕
途
懸
鏡
』
は
東
京
大
学

　
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
、
『
飛
台
法
律
』
は
中
国
書
店
、
一
九
九
〇
、
複
刊
。

⑦
前
注
は
じ
め
に
①
拙
稿
、
頁
四
五
二
。

⑧
『
新
銀
蒲
曹
遺
筆
』
巻
一
、
法
家
管
見
。



⑨

て
凡
豪
傑
之
士
、
縄
索
万
無
一
失
、
曾
則
必
勝
哉
ぴ
但
須
審
己
有
理
、
財
方

挙
而
行
之
、
二
審
輸
服
、
准
其
処
和
、
審
己
無
理
之
事
、
鋼
密
下
墨
息
之
、
彼

若
偲
強
、
方
行
闘
敵
。
如
此
興
盛
名
可
保
、
而
出
人
頭
地
夷
。

同
前
書
、
巻
一
、
白
状
十
段
錨
玄
意
。

⑩

漁
十
段
鈴
之
法
、
取
其
事
、
作
其
詞
。
倶
要
字
字
超
群
、
句
毎
脱
俗
、
款
款
合

律
、
雷
語
緊
切
、
事
理
貫
編
、
則
智
嚢
包
括
、
二
陣
縦
横
、
舌
戦
英
雄
、
無
不

勝
梨
。

暑
楠
哩
『
実
政
録
』
巻
山
ハ
、
　
風
忠
葱
約
、
　
万
暦
二
一
年
尚
序
。

二
　
『
瀟
曹
遣
筆
』
の
原
型

ω
上
海
図
叢
館
本
『
薄
曹
遺
筆
』
と
『
薪
錘
瀟
奮
細
筆
』

訟師秘本『蒲曹遣筆』の出現（夫馬）

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
新
刻
校
正
音
無
詞
家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
が
編
纂
さ
れ
た
万
暦
四
二
年
頃
か
ら
遡
っ
て
数

十
年
の
問
に
は
、
『
蒲
曹
遺
筆
』
に
倣
っ
て
様
々
な
訟
師
秘
本
が
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
『
瀟
曹
遺
筆
』
の

原
型
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
最
も
重
要
な
部
分
を
占
め
る
訴
訟
文
書
の

文
例
集
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
聞
題
に
対
し
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
上
海
図
書
館
所
蔵
の
①
『
篇
曹
遺
筆
』
二
巻
（
以
下
、
上
海
図
書
館
本
と
略
称
）
で

　
①
あ
る
。
こ
の
書
に
は
序
文
が
な
く
、
い
つ
頃
編
纂
さ
れ
た
の
か
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
書
名
だ
け
か
ら
言
え
ば
そ
の
出
版
は
『
新
池
魚

曹
遺
筆
』
に
先
行
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
後
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
私
は
、
少
な
く
と
も
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
文
例
集
は
『
新
羅
蒲

曹
遺
筆
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
よ
り
よ
り
古
い
姿
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
例
を
先
に
示
し
た
告
重
嫁
に
取
っ
て
比
較
し
よ
う
。
そ
の
巻

一
、
婚
姻
類
で
は
次
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
B
“
告
重
嫁
（
上
海
図
書
館
本
『
薫
曹
遣
筆
嚇
巻
一
、
婚
姻
類
）

　
　
黒
鼠
生
妻
事
。
韓
語
ム
女
為
妻
、
過
門
成
婚
無
異
。
淫
豪
ム
ロ
妻
要
録
、
箕
鼓
慈
母
女
流
、
蟄
三
帰
寧
、
広
金
器
婆
、
坑
身
失
配
。
痛
思
未
累
層
為
事
女
、

　
　
既
聰
期
係
吾
妻
、
量
容
両
次
受
財
、
明
視
～
女
奇
貨
、
行
岡
夷
虜
、
風
俗
大
観
。
乞
追
給
端
風
。
告
。
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訴

　
　
違
令
護
騙
事
。
女
嫁
ム
為
妻
、
未
幾
被
虐
将
死
、
回
帰
売
田
救
養
。
情
婦
奔
告
、
蒙
無
終
取
不
慣
回
、
呈
状
照
可
証
。
詞
華
律
令
、
明
嫁
ム
製
麺
。
悪
知

　
　
握
聖
餐
制
。
泣
思
阿
告
已
経
二
年
、
恩
諭
埋
土
一
次
、
何
番
未
嫁
絶
無
人
影
、
纏
嫁
即
有
男
夫
、
無
死
塾
頭
、
□
□
子
後
、
天
監
難
題
、
七
光
上
訴
。

　
文
章
は
多
少
違
っ
て
い
る
が
、
前
に
示
し
た
A
と
こ
の
B
と
が
も
と
も
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
下
敷
き
に
し
て
書

き
換
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
え
ば
、
私
は
B
が
先
で
A
は
こ
れ
を
も
と
に
書
き

換
え
た
の
だ
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
文
章
の
句
作
り
か
ら
見
て
、
B
か
ら
A
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
、
A
か
ら
B
へ
と
書
き
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

え
ら
れ
た
と
考
え
る
よ
り
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
『
新
鍵
篇
曹
遺
筆
』
に
含
ま
れ
る
文
章
が
上
海
図
書
館
本
『
蒲
曹
遺
筆
』
に
含
ま
れ
る
文
章
を
下
敷
き
に
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
さ
ら

に
確
か
な
証
拠
は
、
『
新
領
導
曹
遺
筆
』
巻
一
、
争
三
号
に
見
え
る
争
山
と
題
す
る
一
文
で
あ
る
。
左
に
原
文
と
訳
文
を
掲
げ
る
。

a
”
争
山
〔
徳
興
県
畜
〕
（
山
の
所
有
権
を
争
う
〔
徳
興
県
〕
）

　
強
奪
世
業
事
。
祖
山
一
局
、
歴
伝
世
守
、
文
契
可
査
。
豊
早
藤
欺
家
欝
遠
、
持
勢
強
縮
、
掃
欲
柴
木
。
身
知
奔
阻
、
反
称
是
伊
物
業
、
轟
轟
乱
殴
。
切

　
思
祖
原
買
山
、
宮
有
冊
税
、
私
有
契
券
、
界
限
明
白
、
山
都
可
懸
。
乞
天
清
業
杜
害
。
上
告
。

　
（
祖
先
伝
来
の
土
地
を
強
奪
さ
れ
し
一
件
。
先
議
が
持
っ
て
い
た
一
片
の
山
は
、
祖
先
が
代
々
守
っ
て
き
た
も
の
で
、
契
約
文
書
で
も
は
っ
き
り
し
て

　
お
り
ま
す
。
悪
辣
な
某
が
人
を
騙
す
こ
と
こ
の
う
え
な
く
、
力
を
た
の
み
と
し
て
勝
手
に
占
拠
し
、
柴
木
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。
私
は
知
っ
て
止
め
よ

　
う
と
し
ま
し
た
が
、
逆
に
こ
れ
は
自
分
の
土
地
だ
と
言
わ
れ
、
寄
っ
て
た
か
っ
て
乱
打
さ
れ
ま
し
た
。
愚
考
い
た
し
ま
す
に
、
祖
先
が
も
と
山
を
買
い
、

　
お
上
に
納
税
帳
が
あ
り
ま
す
し
、
私
ど
も
に
は
契
約
文
書
が
あ
り
、
境
界
は
明
白
で
隣
の
山
持
ち
も
証
拠
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
天
の
如
き
あ
な
た
さ

　
ま
、
土
地
の
帰
属
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
害
毒
を
止
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
上
蕾
致
し
ま
す
）

b
”
訴
（
被
告
の
反
論
）

　
好
謀
影
翠
事
。
彙
悪
鼠
講
占
麓
山
、
藷
明
無
抵
。
計
祉
伊
二
連
界
山
場
、
影
射
混
甥
、
不
偲
山
界
難
蓮
、
木
分
二
色
、
契
書
四
歪
、
所
載
分
明
。
乞
蜴
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訟師秘本『簾曹遺筆』の出現（央馬）

　
　
勘
駝
、
免
遭
躍
占
ひ
上
訴
α

　
　
　
（
好
謀
を
も
っ
て
騙
り
と
ろ
う
す
る
一
件
。
悪
辣
な
某
が
祖
先
伝
来
の
血
を
勝
手
に
占
拠
し
、
雷
っ
て
も
臨
き
入
れ
ま
ぜ
ん
α
所
在
地
を
計
り
ま
す
と
㌔

　
　
彼
が
買
っ
た
山
の
境
界
が
こ
ち
ら
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
た
め
、
勝
手
に
一
緒
の
も
の
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
山
は
連
が
っ
て
お
り
ま
す
が
木
の
色

　
　
が
二
色
に
分
か
れ
、
契
約
文
書
の
東
西
南
北
も
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
り
ま
す
。
実
地
検
分
を
し
て
い
た
だ
き
、
騙
さ
れ
占
拠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

　
　
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
上
訴
致
し
ま
す
）

　
c
”
〔
金
三
審
云
〕
呉
山
一
局
、
価
値
幾
何
。
薦
欝
血
戟
、
両
家
盤
面
不
日
。
此
徒
緻
精
神
、
而
虚
耗
銭
穀
者
也
。
難
然
黒
田
不
置
閑
田
、
而
侯
邦
不
睦
、

　
　
乙
普
朗
不
置
蕨
地
、
醐
兄
弟
不
和
。
鼓
以
其
山
入
宮
、
庶
使
爾
家
訟
息
、
而
孫
瀧
可
無
二
足
仇
、
而
廉
藺
或
有
年
頸
好
漁
。

　
　
　
（
〔
審
1
一
金
工
下
の
お
裁
き
に
言
う
〕
呉
山
の
一
片
の
地
に
、
ど
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
ろ
う
か
。
巴
里
と
陳
戟
の
両
家
は
愛
甲
に
も
わ
た
っ
て
争
い
続

　
　
け
て
止
ま
な
い
。
こ
れ
は
心
を
疲
れ
さ
せ
金
銭
を
浪
費
す
る
だ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
虞
と
茜
の
二
国
は
ど
ち
ら
の
も
の
で
も
な
い
田
を
置
か
な
か

　
　
つ
た
が
た
め
に
仲
良
く
な
れ
ず
、
乙
普
と
導
電
と
は
ど
ち
ら
の
も
の
で
も
な
い
田
を
置
か
な
か
っ
た
が
た
め
に
兄
弟
仲
が
悪
か
っ
た
。
こ
こ
に
こ
の
山

　
　
を
官
の
所
有
に
組
み
入
れ
る
。
さ
す
れ
ば
術
家
に
訴
訟
を
止
め
さ
せ
、
二
郷
と
寵
漏
と
は
足
切
り
の
刑
を
め
ぐ
る
仇
敵
で
は
な
く
な
り
、
廉
頗
と
藺
相

　
　
如
は
刎
頸
の
好
を
な
す
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
文
章
の
訴
詞
b
の
上
欄
に
次
の
よ
う
な
国
王
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
前
告
詞
固
美
、
此
訴
書
論
佳
。
無
矛
盾
相
抵
、
足
称
敵
手
。
（
前
の
誉
詞
は
も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
が
、
こ
の
鼠
講
も
ま
た
う
ま
い
。
矛
と
盾
と
が
栢
薮

　
た
る
と
い
う
や
つ
だ
。
好
敵
手
と
言
う
に
足
る
）

　
さ
て
こ
の
一
セ
ッ
ト
で
a
”
「
山
の
所
有
権
を
争
う
」
と
訳
し
た
部
分
は
告
詞
で
あ
り
、
b
”
「
被
告
の
反
論
」
と
訳
し
た
部
分
は
訴
詞
で
あ

っ
て
、
先
に
述
べ
た
告
詞
一
訴
詞
の
形
式
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
は
こ
の
文
章
、
上
海
図
書
館
本
『
南
帯
遺
筆
』
巻
一
、
田
野
類
に
も
ほ
ぼ
同

じ
句
作
り
で
載
っ
て
い
る
が
、
告
詞
－
訴
詞
と
い
う
形
式
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
a
が
告
詞
で
あ
る
う
え
に
b
も
告
詞
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
全
く
独
立
し
た
告
詞
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
a
と
b
の
二
つ
が
併
列
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
霜
の
訳
文
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で
「
被
告
の
反
論
」
と
し
た
b
「
訴
」
は
「
又
」
と
な
っ
て
繋
が
っ
て
お
り
、
「
上
訴
」
は
も
ち
ろ
ん
「
上
告
」
と
な
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

c
の
判
決
文
が
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
右
の
文
例
で
『
新
窯
業
曹
遺
筆
』
の
著
者
が
な
ぜ
訴
詞
の
上
欄
に
あ
の
よ
う
な
批
注
を
記
し
た
の
か
、
そ
の
意
図

を
始
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
前
の
告
詞
は
も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
が
、
こ
の
訴
詞
も
ま
た
う
ま
い
。
矛
と
盾
と
が
糧
当
た
る
と
い

う
や
つ
だ
。
好
敵
手
と
言
う
に
足
る
」
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
野
選
で
あ
っ
た
二
つ
の
全
く
無
関
係
な
文
章
の
一
つ
を
誉
詞
と
し
て
書
き
換

え
、
こ
れ
を
あ
と
一
つ
の
告
詞
と
結
び
付
け
て
一
セ
ッ
ト
に
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
営
営
と
い
う
対
等
で
独
立
し
た
文
章
を

訴
詞
に
書
き
換
え
た
の
だ
か
ら
、
「
矛
と
盾
と
が
相
当
た
り
」
「
好
敵
手
と
言
う
に
足
る
」
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
『
新
銀
薫
曹

遺
筆
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
男
声
－
訴
詞
の
文
例
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
告
詞
と
訴
詞
に
甲
乙
を
つ
け
が
た
い
も
の
ぽ
か
り
で
あ
っ
て
、
こ

の
文
例
に
だ
け
こ
の
よ
う
な
批
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
私
自
身
、
始
め
に
『
洋
銀
薫
曹
遺
筆
』
の
こ
の
批
注

を
読
ん
だ
と
き
、
何
の
た
め
に
こ
れ
が
つ
い
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
『
新
刻
三
台
明
律
招
判
正
宗
』
の
一
部
に
『
新
銀

蒲
曹
遺
筆
』
の
こ
の
文
例
が
二
つ
の
告
詞
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
始
め
て
そ
の
作
為
と
批
注
の
意
味
に
気
が
つ
い

　
　
　
　
　
③

た
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
『
新
刻
三
台
明
鑑
紹
判
正
宗
』
が
も
と
と
し
た
の
と
同
系
統
の
釜
師
秘
本
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
は
た
し
て
上
海
図
書
館
で
そ
れ
を
見
出
し
た
。
『
新
盤
瀟
曹
遺
筆
』
の
著
者
が
上
海
図
書
館
本
『
瀟
曹
遺
筆
』
の
文
章
そ
の
も
の
を
下
敷
き

に
し
て
書
き
換
え
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
こ
の
作
為
を
始
め
て
行
っ
た
の
が
『
盲
撃
蒲
曹
遺
筆
』
の
著
者
本
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
彼
が
下
敷
き
と
し
た
も
の
の
一
つ
に
告
詞
の
サ
ン
プ
ル
が
二
つ
並
ん
で
い
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
、
虚
栄
一
訴
詞
と
い

う
文
例
に
な
る
ま
え
に
告
詞
・
告
詞
と
い
う
文
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
上
海
図
書
館
本
が
『
新

鯉
薫
曹
遣
筆
』
の
文
例
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
訴
詞
を
告
詞
に
書
き
換
え
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
上
海
図
書
館

本
で
は
告
詞
だ
け
が
併
列
し
て
続
く
場
合
も
あ
る
が
、
告
重
嫁
の
よ
う
に
告
詞
1
極
量
と
い
う
形
式
の
も
の
も
多
く
、
こ
れ
だ
耐
を
わ
ざ
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

霜
き
換
、
x
る
必
要
は
、
全
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ぼ
、
『
新
鍵
鷲
…
曹
遺
筆
』
に
収
め
る
文
章
は
上
海
図
書
館
本
『
瀟
曹
遺
筆
』
に
収
め
る
も
の
を
前
提
に
し
な
け
れ

ば
、
決
し
て
あ
の
よ
う
な
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
上
海
図
書
館
本
『
蒲
曹
遣
筆
』
に
収
め
ら
れ
た
文
例
は
、

よ
り
原
型
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

図
　
訴
訟
文
例
集
の
原
型
を
求
め
て

訟師秘本『蒲曹遺筆』の出現（炎馬）

　
上
海
図
書
館
本
の
『
瀟
曹
遺
筆
』
に
掲
げ
ら
れ
た
訴
訟
文
書
の
文
例
を
『
新
鍵
黒
甜
遺
筆
』
以
下
の
他
の
訟
師
秘
本
の
も
の
と
比
較
し
た
と

き
、
ま
ず
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
気
が
つ
く
の
は
そ
こ
に
リ
ア
ル
さ
が
欠
け
て
い
る
こ
と
と
判
決
文
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
上
海
図
書
串
本
『
瀟
曹
遺
筆
』
で
は
訴
訟
文
書
の
文
例
で
登
場
す
る
原
告
も
被
告
も
す
べ
て
某
、
某
で
登
場
し
、
地
方
官
に
よ
る
判
決
文
も

付
い
て
い
な
い
。
こ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
も
う
一
度
、
す
で
に
見
た
『
新
鎮
茄
曹
遺
筆
』
巻
二
、
婚
姻
類
の
告
重
嫁
〔
徳
安
県
事
〕
と
巻
一
、

争
獣
類
の
争
山
〔
徳
興
議
事
〕
を
見
直
す
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
二
つ
の
事
例
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
新
銀
鼠
曹
無
筆
』
に
収
め
る
も
の
は

は
な
は
だ
リ
ア
ル
で
あ
る
。
前
者
で
は
原
告
は
朱
正
、
被
告
は
韓
盛
の
妻
で
あ
り
、
妻
を
奪
っ
た
人
物
は
程
某
で
あ
り
、
判
決
を
下
し
た
の
は

江
西
省
九
江
府
の
諸
藩
嘗
試
で
あ
る
。
後
者
で
は
薦
桐
と
陳
載
が
原
告
ま
た
は
被
告
で
あ
り
、
裁
判
に
当
た
っ
た
の
は
江
西
省
饒
州
府
徳
諸
県

知
県
の
金
蘭
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
に
付
い
て
い
る
凡
例
で
、
こ
れ
ら
の
文
例
は
「
自
分
が
平
生
か
ら
集
め
て
き
た
名
筆
、
お
よ
び
か
つ
て

試
み
し
ぼ
し
ぼ
勝
訴
し
た
文
稿
」
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
か
ら
、
か
り
に
『
新
鍵
蒲
曹
遺
筆
』
を
読
ん
だ
だ
け
の
者
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は

現
実
に
あ
っ
た
訴
訟
と
判
決
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
は
全
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ま
ず
『
同
治
世
江
府
志
』
と
『
同
治
饒
州
府
志
』
の
職
官
志
を
た
よ
り
に
し
て
九
江

府
知
府
の
唐
某
と
徳
興
県
知
県
の
金
某
と
を
探
し
て
み
て
も
、
明
代
の
徳
興
県
知
県
に
金
と
い
う
姓
の
人
物
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
明

代
の
九
西
府
知
府
で
唐
を
姓
と
す
る
も
の
は
つ
い
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
文
例
で
出
て
く
る
地
方
官
の
姓
を
そ
れ
ぞ
れ
地
方
志
で

あ
た
っ
て
み
て
も
、
少
し
で
も
珍
し
い
姓
の
も
の
は
そ
こ
に
め
っ
た
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
徳
興
県
知
県
の
金
な
ど
と
い
う
姓
は
ど
こ
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に
で
も
あ
る
姓
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
偶
然
の
一
致
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
や
そ
も
そ
も
、
「
争
山
群
と
い
う
案
件
そ
の
も
の
が
、
も

と
隠
詞
で
あ
っ
た
文
章
を
勝
手
に
冠
詞
に
作
り
変
え
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
判
決
も
当
然
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
り
、
実
際

に
判
決
を
下
し
た
地
方
官
な
ど
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
判
決
を
下
し
た
地
方
宮
が
架
空
の
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
告
も
被
告
も
、
そ
し
て
そ
の
訴
訟
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
地
方

の
名
も
、
す
べ
て
架
空
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
は
、
同
じ
パ
タ
ン
の
文
章
が
そ
の
後
の
訟
師
秘
本
で
書

き
換
え
ら
れ
た
と
き
の
人
名
の
変
遷
で
あ
る
。
一
例
を
先
に
見
た
告
重
嫁
（
『
新
鯉
習
習
遺
筆
』
巻
二
、
婚
姻
類
）
に
取
っ
て
み
る
と
、
も
と
も
と

上
海
図
書
館
本
『
藩
曹
遺
筆
』
で
は
す
べ
て
某
、
某
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
新
鑓
蒲
曹
遺
筆
』
で
は
原
告
は
朱
肉
、
被
告
は
韓
盛
の
妻
、
妻

を
奪
っ
た
と
い
う
人
物
は
野
中
と
な
り
、
こ
れ
が
『
新
羅
瀟
曹
遺
筆
』
の
出
版
か
ら
程
な
く
し
て
出
現
し
た
公
案
小
説
『
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判

公
案
』
巻
四
、
唐
太
府
判
重
嫁
で
は
、
訴
訟
は
徳
化
県
の
こ
と
と
さ
れ
、
原
告
は
朱
正
と
同
じ
で
あ
る
が
被
告
は
韓
盛
の
妻
の
林
幾
と
い
う
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
い
名
で
登
場
し
、
ま
た
程
某
は
急
劇
と
フ
ル
ネ
ー
ム
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
明
末
の
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
⑪
『
鋼
法
林
照
天
燭
』
毛
蟹
、

告
重
層
で
は
訴
訟
は
広
信
府
で
起
こ
っ
た
こ
と
と
さ
れ
、
原
告
は
奨
恕
、
被
省
は
呉
金
、
妻
を
奪
っ
た
と
い
う
人
物
は
悦
隆
と
変
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
刻
法
林
照
天
燭
』
の
文
章
を
受
け
継
い
だ
⑰
『
法
家
紫
白
智
嚢
書
』
巻
上
、
奪
四
大
冤
事
で
は
そ
れ
ぞ
れ
王
金
、
呉
福
、
侃
吉
と
変

わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
⑳
『
新
刻
法
華
驚
天
雷
』
墨
縄
、
告
密
重
婚
で
は
原
告
は
羅
正
、
被
告
は
墨
筆
の
妻
で
は
な
く
韓
盛
本
人
、
妻
を
奪
っ

た
と
さ
れ
る
人
物
は
輝
光
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
実
名
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
韓
盛
の
娘
は
梅
姐
と
い
う
名
で
新
た
に
登
場
す
る
。

⑳
『
新
刻
平
治
館
評
釈
蒲
曹
致
堅
塁
』
巻
二
、
告
岳
父
重
嫁
お
よ
び
⑳
『
新
刻
手
筆
新
春
』
巻
下
、
告
辞
白
重
嫁
に
な
る
と
、
関
係
者
は
朱
正
、

韓
盛
、
程
沢
、
梅
姐
と
い
う
名
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
文
章
の
パ
タ
ン
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
訴
訟
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
『
新
銀
瀟
曹
遺
筆
』
巻
一
、
患
害
類
、
告
経
紀
（
九

江
府
）
の
告
詞
と
訴
詞
は
、
間
違
い
な
く
上
海
図
書
館
本
『
瀟
曹
遺
筆
』
巻
一
、
財
本
立
、
告
経
紀
に
掲
げ
ら
れ
る
二
つ
の
告
詞
の
な
か
の
一

つ
と
品
詞
と
を
取
り
署
し
て
、
勝
手
に
一
セ
ッ
ト
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
上
海
図
書
館
本
『
上
勝
遺
筆
』
で
は
原
告
の
あ
る
人
が
油
を
買
っ
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訟隔泌本『簾曹遺蟹』の出現（央馬）

て
経
紀
（
仲
買
い
）
の
某
を
通
じ
て
売
り
払
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
某
は
何
の
か
ん
の
と
い
っ
て
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
神
話
の
某

は
舗
戸
（
商
店
主
）
の
某
が
代
金
を
支
払
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
弁
解
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
新
宮
蒲
曹
遺
筆
』
で
は
原
告
は

郡
鳳
、
被
告
は
了
滞
、
潜
戸
は
陳
路
と
実
名
で
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
取
り
引
き
さ
れ
た
品
物
は
油
で
は
な
く
鉄
に
変
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
⑳
『
新
刻
平
治
館
評
釈
瀧
曹
致
君
術
』
巻
四
、
雪
害
類
、
告
売
鉄
江
津
で
は
明
ら
か
に
『
新
銀
器
曹
遺
筆
』
を
下
敷
き
に
し
て
商
品
は
鉄
そ

の
ま
ま
で
あ
る
の
に
、
原
告
は
余
継
、
被
告
は
貿
管
、
舗
戸
は
某
と
変
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑥
『
新
刻
校
正
音
釈
詞
家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
巻

二
、
騙
害
類
、
告
経
紀
に
な
る
と
文
章
が
根
当
変
化
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
原
告
は
正
甲
、
被
告
は
郷
丙
、
舗
戸
は
孫
壬
・
李
癸
と
な
っ
て

お
り
、
し
か
も
商
品
は
布
と
な
っ
て
い
る
。
⑪
『
測
法
林
照
天
燭
』
巻
三
、
騙
害
類
、
告
経
紀
（
四
七
県
）
は
明
ら
か
に
『
新
刻
校
正
音
釈
詞
家

便
覧
瀧
曹
遺
筆
』
と
同
じ
系
統
の
文
章
で
あ
る
が
、
原
告
は
萢
応
彬
、
被
告
は
鄭
壬
、
舗
戸
は
楊
才
ら
と
な
り
、
商
品
は
夏
布
と
変
化
し
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
の
例
で
は
同
系
統
の
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
関
係
者
の
名
前
が
置
き
替
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
の
商
品
す
ら
油
、
鉄
、

布
、
夏
布
と
自
由
自
在
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
『
新
鍵
瀦
曹
遺
筆
』
に
見
ら
れ
た
リ
ア
ル
さ
と
は
、
実
は
も
と
も
と
の
『
甘
藷
遺
筆
』
で
は
ど
こ
の
特
定

の
案
件
で
も
な
か
っ
た
の
に
勝
手
に
府
州
県
の
名
を
付
け
て
地
方
を
限
定
し
た
う
え
、
さ
ら
に
原
告
・
被
告
と
も
に
某
・
某
で
あ
っ
た
も
の
を

実
名
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
新
修
蒲
曹
擦
筆
』
に
冤
ら
れ
る
よ
う
な
判
決
が
い
つ
の
段
階
で
加
わ
っ
た
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
『
瀟
曹
遺
筆
』
の
原
型
を
た
ど
れ
ば
上
海
図
書
臨
本
と
同
様
に
も
と
も
と
は
こ
れ
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
『
篇
曹

遺
筆
』
の
原
型
は
決
し
て
現
実
に
起
き
た
訴
訟
案
件
の
装
い
を
取
ら
ず
、
ま
た
判
決
も
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
訴
訟

の
関
係
巻
が
某
と
書
か
れ
判
決
文
を
全
く
伴
わ
な
い
の
は
、
他
に
⑱
⑳
⑳
の
『
新
鍋
法
家
透
膿
寒
』
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
て
、
『
新
鍬
瀟
暫

遺
筆
』
が
登
場
し
た
こ
ろ
か
ら
後
は
、
訴
訟
の
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
名
詞
で
あ
ら
わ
れ
判
決
文
が
付
く
の
が
訟
師
秘
本
で
一
般
的
に
な
る
。

そ
れ
は
次
第
に
リ
ア
ル
さ
が
好
ま
れ
、
か
つ
て
実
際
に
用
い
ら
れ
た
文
例
の
よ
う
で
あ
れ
ば
蜜
心
感
が
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
新
禦

瀟
曹
遺
筆
』
の
凡
例
の
よ
う
に
、
讐
自
分
が
平
生
か
ら
集
め
て
き
た
名
筆
、
お
よ
び
か
つ
て
試
み
し
ば
し
ば
勝
訴
し
た
文
稿
で
あ
る
」
な
ど
と
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需
わ
れ
る
と
、
信
用
し
て
み
た
く
も
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
余
り
に
文
例
が
実
際
の
案
件
に
近
づ
き
す
ぎ
て
し
ま
え
ぼ
、
か
え
っ

て
こ
の
書
を
だ
れ
で
も
ど
こ
で
も
使
え
る
文
例
集
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。
そ
こ
で
告
詞
や
玉
詞
で
は
、
某
、
某
と
す
る
が
凋
決
文
で
実
名
を

出
し
た
り
、
あ
る
い
は
『
新
銀
瀟
曹
遺
筆
』
で
具
体
的
な
府
州
県
名
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
あ
え
て
ま
た
削
り
取
っ
た
も
の
が
そ
の
後
登

場
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
瀟
曹
遺
筆
』
文
例
集
の
原
型
が
原
告
・
被
告
と
も
某
・
某
と
称
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
よ
く
似
た
も
の
が

他
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
す
で
に
述
べ
た
呂
坤
『
郵
政
録
』
の
状
式
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
よ
り
は
る
か
昔

に
出
版
さ
れ
た
日
用
百
科
全
書
、
光
泰
定
二
年
（
；
三
五
）
刊
『
事
林
広
記
』
辛
集
巻
一
〇
に
収
め
る
詞
状
新
式
や
同
じ
く
至
順
刊
本
別
集
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

四
「
公
理
類
」
に
収
め
る
告
状
新
式
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
こ
に
は
借
金
を
し
た
が
返
済
し
な
い
と
い
っ
て
相
手
を
告
発
す
る
も
の
や
、
傷
害

を
受
け
た
と
い
っ
て
相
手
を
告
発
す
る
文
例
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
載
せ
る
「
告
状
人
ム
人
」
門
告
状
人
主
某
」
な
ど
の
書
き
出
し
で
始
ま

る
文
章
が
、
上
海
図
書
館
本
の
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
告
詞
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
、
誰
も
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
部
で
は

あ
る
が
「
告
憂
人
張
某
」
な
ど
と
い
っ
た
『
新
嘗
罪
質
遺
筆
』
に
通
じ
る
も
の
さ
え
す
で
に
あ
る
。
さ
ら
に
雷
え
ぼ
、
こ
こ
に
載
せ
る
官
庁
へ

の
申
請
書
の
書
き
方
な
ど
は
、
上
海
図
書
館
本
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
稟
帖
類
か
ら
呈
結
式
に
収
め
る
文
例
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
上
海
図
書
館
本
以
下
の
『
蒲
曹
遺
筆
』
に
載
せ
る
文
例
が
、
『
楓
林
広
記
』
な
ど
の
も
の
と
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

れ
は
告
詞
の
次
に
は
こ
れ
に
対
応
し
た
訴
詞
が
伴
う
と
い
う
、
告
詞
一
挙
詞
の
対
応
形
式
が
原
則
と
な
る
点
で
あ
る
。
上
海
図
書
館
本
『
瀟
曹

遺
筆
』
の
訴
訟
文
例
集
で
は
、
ま
だ
告
詞
の
文
例
だ
け
が
続
く
こ
と
が
あ
る
が
、
す
で
に
告
詞
一
訴
詞
が
量
的
に
雷
っ
て
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
原
則
は
『
新
鍵
瀟
曹
遺
筆
』
に
な
る
と
一
層
明
ら
か
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
訟
師
秘
本
の
亡
師
秘
本
た
る
所
以
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
訴

訟
に
参
加
し
た
も
の
が
相
手
と
競
争
し
、
こ
れ
を
打
ち
負
か
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
そ
の
本
領
は
ま
さ
し
く
こ
の

告
詞
－
訴
詞
と
い
う
攻
撃
…
防
御
の
論
争
形
式
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
用
百
科
全
書
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
億
ず
億
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
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訟師秘本『瀟曹遺筆』の出現（夫馬）

　
こ
こ
ま
で
遡
っ
て
き
て
思
い
当
た
る
の
は
、
さ
ら
に
昔
の
宋
代
に
、
す
で
に
『
郵
思
賢
』
や
『
詳
言
送
字
』
な
る
訴
訟
関
係
の
書
物
が
出
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
羅
拝
『
夢
渓
筆
談
』
に
よ
れ
ば
訴
訟
好
き
な
江
酉
の
地
方
に
は
『
下
思
賢
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
う
名
の
書
が
あ
り
、
そ
れ
は
訴
訟
の
文
章
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
こ
の
書
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
『
夢
渓
筆
談
』

に
よ
れ
ば
そ
れ
は
ま
ず
始
め
に
法
律
を
弄
ぶ
こ
と
を
教
え
、
こ
れ
で
効
果
が
な
け
れ
ば
謹
告
に
よ
っ
て
相
手
を
陥
れ
、
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

相
手
の
罪
を
求
め
て
奪
い
取
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
確
か
に
相
手
を
打
ち
負
か
す
た
め
の
も
の
で
は

あ
る
が
、
後
に
出
現
す
る
『
蒲
曹
遺
筆
』
と
は
随
分
と
違
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
た
す
で
に
見
た
よ

う
に
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
コ
項
一
項
が
法
律
に
合
致
し
」
「
道
理
の
あ
る
こ
と
」
（
法
家
管
見
）
を
強
調
し
、
ま
た
た
と
え
ば
『
新
翔
校
正
音

釈
詞
家
便
覧
蒲
曹
遺
筆
』
巻
一
、
法
家
最
要
で
「
是
非
を
転
倒
し
曲
直
を
変
乱
し
、
か
く
て
人
を
諸
藩
に
陥
れ
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
扁

と
教
え
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
誕
告
を
厳
に
戒
め
、
道
理
の
な
い
訴
訟
は
避
け
よ
と
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
明
ら
か
に
『
郵
思

賢
』
と
違
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
広
池
に
は
ほ
か
に
、
『
四
型
御
字
』
な
ど
と
い
う
名
の
「
訴
訟
を
教
授
す
る
書
物
」
が
出
回
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
や
は
り
江
西
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

方
で
出
回
っ
て
い
た
も
の
で
、
教
書
夫
子
と
名
の
る
も
の
が
こ
の
書
を
児
童
に
教
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
書
が
ど
の
よ
う

な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
新
刻
四
割
興
字
』
と
い
う
名
の
お
そ
ら
く
明
刊
本
の
書
は
、
我
が
国
の
内
閣

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
訴
訟
を
教
授
す
る
」
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
た
だ
四
字
句
を
連
ね
た
文
字
を
教
え
る
だ
け

の
書
で
あ
る
。
『
四
輪
雑
器
』
が
訴
訟
に
係
わ
る
四
字
句
を
連
ね
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
後
の
時
代
の
訟
師
秘
本
に
か
な
ら
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
掲
げ
ら
れ
る
殊
語
や
早
出
を
連
想
さ
せ
る
。
濫
悪
や
珂
語
も
、
最
も
多
く
は
四
字
句
で
あ
っ
た
。
『
戯
言
雑
感
』
と
は
こ
れ

に
類
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
物
師
秘
本
の
三
要
素
の
一
つ
は
揚
代
か
ら
あ
っ
た
こ
の
『
四
言
雑
字
』

に
そ
の
由
来
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
明
清
塒
代
の
訟
師
秘
本
を
丸
亀
の
訴
訟
教
育
と
結
び
付
簸
る
資
料
が
も
う
一
つ
あ
る
。
こ
れ
も
宮
綺
市
定
が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
『
癸
辛
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雑
識
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
江
西
人
の
訴
訟
好
き
を
述
べ
た
あ
と
v
「
し
ぼ
し
ば
訟
学
を
開
い
て
人
に
教
え
る
者
が
い
る
。
た
と
え
ば
金
科
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

法
と
は
甲
と
乙
と
を
引
き
出
し
て
問
答
（
甲
乙
対
答
）
さ
せ
、
大
袈
裟
な
言
葉
（
謹
計
の
語
）
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
甲
乙
対
讐
と
は
、
生
身
の
面
と
面
と
を
突
き
合
わ
さ
せ
て
論
争
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
た
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
告
詞
…
訴

詞
を
連
想
さ
せ
る
。
甲
乙
対
答
と
は
の
ち
の
訟
師
秘
本
に
見
ら
れ
る
告
詞
…
誓
詞
と
い
う
論
争
形
式
を
意
味
し
、
大
袈
裟
な
言
葉
（
譲
評
の
語
）

と
は
同
じ
く
訟
師
秘
本
の
重
要
な
柱
で
あ
る
蘇
語
や
珂
語
に
類
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
訟
師
秘
本
に
見
ら
れ
る
論
争
形
式
と
大

袈
裟
な
表
現
の
出
所
は
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
教
育
の
現
場
、
さ
ら
に
雷
え
ぱ
訴
訟
の
現
場
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
。

　
『
蒲
曹
遺
筆
』
に
収
め
る
文
例
は
、
も
と
も
と
よ
り
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
リ
ア
ル
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
が
っ
て
告
詞

・
告
詞
と
い
う
並
列
関
係
で
あ
っ
た
文
例
が
、
告
詞
一
訴
権
と
い
う
攻
撃
－
防
御
関
係
の
も
の
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
訴
訟
教

育
と
訴
訟
そ
の
も
の
の
現
場
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
蒲
帆
遺
筆
』
に
掲
げ
ら
れ
る
法
家
管
見
な
ど
、
訴
訟
を
請

け
負
う
と
き
の
注
意
菓
項
や
文
書
を
書
く
と
き
の
注
意
事
項
も
ま
た
、
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
現
場
に
い
た
華
墨
た
ち
の
知
恵
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
こ
に
垣
間
児
る
こ
と
の
で
き
る
訟
師
像
も
、
や
は
り
こ
こ
で
彼
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
上
海
図
港
館
本
『
瀟
暫
遺
筆
』
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
こ
の
㌫
は
上
海
図
書
館

　
力
…
ド
と
『
上
海
図
霞
館
善
本
黒
目
稿
・
子
部
』
で
は
と
も
に
『
瀟
響
遺
筆
』

　
（
存
巻
一
至
二
）
明
末
刻
木
と
記
し
、
残
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
れ

　
は
残
本
で
は
な
く
完
本
だ
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
こ
の
書
に
一
葉
ち
ぎ

　
れ
た
も
の
が
挾
み
込
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
最
終
ペ
ー
ジ
に
お
く
と
ぴ
っ
た
り
つ

　
な
が
り
、
最
終
行
は
「
法
律
全
書
録
大
尾
終
」
の
八
文
字
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
書
物
の
最
後
に
大
尾
終
と
記
す
の
は
、
た
と
え
ば
『
新
刻
海
若
湯
先
生
彙
集
古
今

　
律
条
公
案
』
の
最
終
行
に
大
尾
終
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
聯
の
俗
書
に
は
し

　
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
で
は
各
巻
の
終
わ
り
で
は
大
尾

　
と
記
さ
な
い
か
ら
、
認
洲
曹
遣
韓
鎧
も
巻
二
で
完
結
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な

　
い
。
ま
た
第
二
に
、
そ
の
内
容
を
『
新
盤
瀟
蒋
園
生
篇
と
比
較
し
て
み
て
も
、
大

　
き
く
欠
け
て
い
る
の
は
臨
口
示
例
と
附
物
語
だ
け
で
あ
り
、
む
し
ろ
『
新
盤
蒲
曹
遺

　
箔
』
の
ほ
う
に
無
い
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
の
訟
師
秘
本
と
比
較
し
て

　
も
、
二
巻
で
終
了
し
て
も
全
く
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
な
い
。

②
A
l
B
の
前
後
関
係
は
、
上
海
図
書
館
本
『
瀟
下
職
筆
工
と
『
新
鯉
重
曹
遺
筆
』

　
に
含
ま
れ
る
多
く
の
文
章
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え

　
ば
上
海
図
書
館
本
『
蒲
費
遺
筆
』
巻
一
、
継
立
類
、
求
点
継
杜
争
で
「
懇
撫
存
亡

　
事
。
切
　
春
秋
重
一
継
晶
祀
ラ
」
撒
ハ
、
臼
孔
律
磁
…
減
2
杷
之
条
。
伯
祖
ム
生
叔
ム
、
不
測
午
縁
下
嗣
、

　
四
捨
単
解
、
一
旦
滝
野
、
遺
産
数
千
。
各
蕩
叔
姪
、
成
難
號
繭
、
勲
爵
呑
奪
。
弟

　
娘
女
流
、
不
能
張
主
、
遂
致
紛
争
、
云
々
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
『
合
銀
瀟
啓
造
筆
』

　
巻
二
、
継
立
類
、
告
承
継
で
は
「
三
熱
存
亡
事
。
春
秋
重
継
祀
之
典
、
調
律
無
滅

　
縄
之
条
。
実
弟
ム
四
世
単
伝
、
不
率
熱
曲
剛
、
轟
趣
汎
収
遣
産
数
千
。
各
戦
書
姪
瞳
一
睨
弟
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訟師秘黍『藩曹遣筆』の出現（失馬）

　
嬉
女
流
、
寛
無
張
空
、
遂
致
紛
争
、
云
々
」
と
な
っ
て
い
ろ
。
文
章
は
複
雑
な
も

　
の
を
節
略
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
逆
に
元
の
語
句
を
生
か
し
な
が
ら
複
雑
裁
も
の

　
に
す
る
の
は
手
間
が
か
か
る
。
こ
れ
も
後
山
が
前
者
を
下
敷
き
に
し
て
潜
き
換
え

　
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
逆
と
考
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
は

　
比
較
的
鰹
い
山
×
｛
早
を
選
ん
だ
が
、
長
い
文
章
で
は
噴
、
新
書
蒲
曹
遺
筆
』
で
の
節
略

　
の
度
が
さ
ら
に
著
し
い
。

　
　
ま
た
上
海
図
書
館
本
『
蕪
曹
遺
筆
』
に
掲
げ
る
文
例
の
方
が
『
新
銀
獺
暫
遺
筆
』

　
に
掲
げ
る
も
の
よ
り
も
古
い
と
考
え
る
の
は
、
煎
者
の
巻
二
に
は
上
馬
愈
事
免
社

　
長
と
題
す
る
文
が
あ
る
が
後
者
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
元
代
の
社

　
制
を
前
提
と
し
た
文
章
で
あ
り
、
上
海
図
書
館
本
は
こ
の
古
い
文
例
を
も
踏
襲
し

　
て
い
る
と
考
え
る
。

③
『
新
刻
三
台
明
律
招
凋
正
宗
』
巻
一
二
、
上
欄
、
田
宅
類
、
争
由
。

④
　
　
『
新
畑
簾
曹
遺
筆
』
の
批
注
か
ら
、
こ
の
作
為
性
を
疑
わ
せ
る
例
が
い
ま
一
つ

　
あ
る
。
そ
れ
は
巻
二
、
戸
役
類
に
駅
め
る
告
甲
下
〔
都
昆
県
〕
の
一
セ
ッ
ト
で
あ

　
る
。
実
は
こ
の
告
・
訴
と
ほ
ぼ
同
じ
文
例
が
『
新
刻
三
台
明
美
招
判
正
宗
』
巻
～

　
二
、
上
欄
、
戸
役
類
に
民
害
黒
長
と
し
て
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
『
新
盤
蒲
瞥
遣
筆
翫

　
で
は
告
と
し
て
あ
る
文
例
が
、
『
新
刻
三
台
明
主
招
判
正
宗
』
で
は
訴
に
置
き
代

　
わ
り
、
捜
に
訴
と
し
て
あ
る
文
例
が
告
に
置
き
代
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
訴
の
文

三
　
『
瀟
曹
遺
筆
』
流
布
の
時
代
と
そ
の
影
響

　
章
の
上
欄
に
は
「
こ
の
訴
詞
は
告
詞
に
勝
っ
て
い
る
の
で
、
判
決
文
が
憐
れ
み
を

　
か
け
た
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
瀞
か
れ
て
い
る
。
こ
の
セ
ッ
ト
も
告
・
訴
と
も
に

　
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
特
に
こ
の
よ
う
な
空
馬
が
つ
け
ら
れ
て

　
い
る
の
は
は
な
は
だ
不
自
然
で
あ
る
。
　
『
新
刻
三
台
逆
落
正
宗
勧
の
文
書
の
配
列

　
は
上
海
麟
書
館
本
『
瀟
曹
遣
筆
』
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
一
致
す
る
か
ら
、
こ
の
部

　
分
は
も
と
も
と
そ
の
巻
一
、
戸
役
類
、
頁
一
二
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
ど
う

　
し
た
わ
け
か
こ
の
算
菓
の
み
明
ら
か
に
補
凋
し
た
も
の
が
挿
入
さ
れ
、
本
来
の
も

　
の
は
欠
け
て
い
る
。

⑤
　
　
『
皇
開
諸
分
廉
明
奇
景
公
案
』
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
記
「
明
代
公
案
小
説
の

　
編
纂
」
（
『
日
本
中
國
学
会
報
』
第
三
九
集
、
一
九
八
七
）
参
照
。

⑥
　
黄
時
鑑
輯
点
『
元
代
法
律
資
料
輯
存
』
（
漸
江
古
籍
幽
版
祉
、
　
一
九
八
八
）
頁

　
二
一
四
一
二
三
七
。

⑦
　
宮
崎
市
定
「
鼻
元
時
代
の
法
権
と
裁
糊
機
構
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
第
二
四
冊
、

　
一
九
五
四
、
の
ち
『
宮
献
阿
市
定
全
集
』
第
一
一
巻
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
二
、
頁

　
二
〇
六
…
二
〇
九
）
。

⑧
沈
括
『
夢
渓
筆
談
』
巻
二
五
。

⑨
『
朱
会
睦
魂
稿
』
飛
法
二
之
一
五
〇
…
一
五
一
、
刑
法
三
之
二
六
。

⑩
周
密
『
癸
辛
雑
識
』
続
集
巻
上
、
訟
学
業
鶴
社
。

　
そ
れ
で
は
『
瀟
曹
遺
筆
』
と
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
い
つ
頃
か
ら
流
布
し
始
め
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
は
ほ
ぼ
明
代
の
嘉
靖
年
間
か
ら
万
暦
初
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
と
い
う
の
は
、
上
海
図
書
館
本
『
薫
曹
遺
筆
』
の
脱
罪
類
、
戸
役
類
、
轟
轟
類
な
ど
に
は
す
べ
て
里
甲
制
が
崩
壊
過
程
に
あ
る
こ
と
を
示
す

文
例
が
挙
ザ
っ
て
い
る
だ
β
で
は
癒
く
、
巻
二
、
呈
紹
式
の
呈
樋
管
貧
に
は
条
鞭
と
い
う
雷
葉
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
条
鞭
と
は
言
う
ま
で
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も
な
く
一
条
鞭
法
の
こ
と
で
あ
ウ
て
、
こ
れ
ま
で
の
開
代
賦
役
酒
盗
史
の
研
究
に
依
る
か
ぎ
り
一
条
鞭
法
が
全
国
酌
に
普
及
し
は
じ
め
る
の
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

嘉
靖
年
間
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
限
定
す
る
な
ら
嘉
靖
一
〇
年
（
一
五
三
一
）
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ぼ
上
海
図
書
館
本
『
空
曹

遺
筆
』
の
文
例
集
が
で
き
あ
が
っ
た
の
は
、
最
大
限
で
と
っ
て
も
嘉
靖
一
〇
年
代
以
降
か
ら
『
新
藷
瀟
曹
遺
筆
』
が
編
纂
さ
れ
た
万
暦
二
三
年

（一

ﾜ
九
五
）
ま
で
で
あ
る
。
『
新
刻
校
正
音
韻
詞
家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
の
序
文
で
も
、
「
こ
の
書
物
（
『
蒲
曹
遺
筆
脳
）
が
天
下
に
行
き
渡
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
数
十
年
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
万
暦
四
二
年
（
一
六
一
四
）
に
書
か
れ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
遡
っ
て
数
十

年
と
言
え
ば
、
や
は
り
馬
糞
か
ら
万
暦
に
か
け
て
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
か
り
に
始
め
て
『
瀟
曹
遺
筆
』
と
い
う
名
の
書
が
出
現
し
た
の
を
も
う

少
し
前
ま
で
遡
り
う
る
と
し
て
も
、
こ
の
名
の
書
が
流
布
し
始
め
た
の
は
、
間
違
い
な
く
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

　
上
海
図
書
館
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
な
か
で
、
文
例
と
し
て
し
ば
し
ば
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
里
長
が
甲
首
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

甲
首
が
逆
に
里
長
を
訴
え
返
す
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
弱
小
の
戸
が
豪
強
な
戸
に
苛
め
ら
れ
る
か
ら
新
し
い
里
甲
を
設
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

く
れ
る
よ
う
に
、
と
訴
え
る
文
書
の
サ
ン
プ
ル
も
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
は
里
甲
欄
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
訴
訟
が
増
え
て
い
た

時
代
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
里
言
に
訴
え
た
と
こ
ろ
豪
強
な
戸
を
恐
れ
て
訴
え
を
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
の
で
や
む
を
得
ず
地
方
官
へ
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
の
だ
、
と
の
上
申
書
の
文
例
も
あ
る
。
こ
れ
も
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
文
例
が
作
ら
れ
た
時
代
が
、
明
初
の
里
老
人
に
よ
る
裁
判
が
十
分
に
機
能

し
な
く
な
り
、
州
県
へ
持
ち
出
さ
れ
る
訴
訟
が
激
増
し
て
以
後
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
か
け
て
と
い
う
時
代
は
、
こ
の
よ
う
に
退
転
制
の
崩
壊
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
郷
蔵
に

よ
る
土
地
の
集
積
が
進
ん
だ
時
で
も
あ
る
。
人
々
は
何
か
の
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
奪
わ
れ
た
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

た
と
え
ば
海
鼠
が
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
に
巡
撚
と
し
て
江
蘇
省
の
蘇
松
地
方
へ
乗
り
込
ん
だ
時
に
は
、
人
々
は
奪
わ
れ
た
土
地
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
競
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
こ
の
た
め
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
都
市
に
住
む
も
の
で
訴
訟
す
る
も
の
す
る
も
の
は
十
家
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
霜
覆
、
農
村
に
住
む
も
の
で
訴
訟
す
る
も
の
は
雛
菊
の
う
ち
で
八
家
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
訴
訟
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
嘉
靖
末
年
に
江
南
地

方
を
荒
し
回
っ
た
倭
憲
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
『
万
暦
青
浦
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
倭
竃
の
後
は
村
里
が
荒
れ
果
て
、
人
々
は
こ
こ
で
始
め
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⑥

て
訴
訟
を
盛
ん
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
の
純
朴
の
風
は
軽
薄
で
狡
猜
な
も
の
に
変
化
し
た
と
い
う
。

　
訴
訟
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
訟
師
も
増
加
す
る
。
当
時
の
状
況
を
あ
る
奏
議
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
私
は
官
職
に
つ
い
て
か
ら
昨
年
北
京
へ
召
し
出
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
通
る
道
筋
で
は
誰
も
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
つ
ま

　
　
り
〃
数
十
年
前
は
風
俗
も
淳
朴
で
、
訴
訟
好
き
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
た
ま
に
訴
訟
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
官
府
を
畏
れ
る
こ
と
神
さ
ま
の
如
く
で
あ

　
　
り
ま
し
た
。
正
し
い
も
の
は
正
し
く
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
互
い
に
真
心
を
通
わ
せ
、
大
き
な
訴
訟
は
絶
え
て
あ
り
ま
せ
ん
で

　
　
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
二
十
年
来
、
訟
師
が
や
た
ら
と
増
え
、
訴
訟
を
わ
け
も
な
く
起
こ
し
た
り
揉
み
消
し
た
り
、
郷
里
を
力
づ
く
で
押
さ
え
つ
け
官
庁

　
　
に
出
入
り
し
て
も
、
誰
も
問
題
に
致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
に
凶
悪
な
空
気
が
大
い
に
は
び
こ
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
俗
は
大
い
に
壊
れ
ま
し
た
”
と
。

　
こ
れ
は
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
進
士
で
あ
る
黄
牛
曾
の
題
本
に
基
づ
き
、
万
暦
一
〇
年
（
一
五
八
三
）
頃
に
な
さ
れ
た
手
蔓
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
よ
り
二
十
年
前
と
い
え
ぼ
や
は
り
嘉
靖
末
年
に
当
た
る
。
つ
ま
り
当
時
の
人
々
の
多
く
の
目
に
は
、
訴
訟
が
急
に
増
え
訟
師
が
急
に
増
え
た

の
は
、
や
は
り
嘉
靖
か
ら
万
暦
の
初
年
の
こ
と
と
映
っ
て
い
た
。

　
『
瀟
曹
遺
筆
』
は
、
こ
の
よ
う
に
訴
訟
が
激
増
し
た
時
代
を
背
景
と
し
て
流
布
し
、
様
々
な
種
類
の
も
の
が
出
版
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
増
加
し
た
専
門
の
訟
師
に
も
多
く
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
が
さ
ら
に
広
範
な
人
々
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
明
度
崇
禎
＝
一
年
（
一
六
三
九
）
序
刊
の
『
窮
鼠
』
は
、
当
時
ど
の
よ
う
に
訴
訟
文
書
が
書
か
れ
て
い
た
か
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
江
蘇
・
漸
江
・
江
西
・
湖
広
省
な
ど
江
南
地
方
（
呉
楚
江
甑
）
の
訴
訟
文
書
は
、
多
く
流
浪
す
る
ご
ろ
つ
き
や
占
い
師
（
流
棍
・
ト
箕
者
）
の
手
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
る
。
か
れ
ら
は
お
の
お
の
韻
門
別
の
虎
の
巻
き
（
巌
巌
底
本
）
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
地
と
関
係
の
な
い
無
名
な
も
の
が
こ
れ
で
身
銭
を
稼
い
で
い
る
。

　
訴
訟
文
書
の
多
く
を
作
っ
て
い
た
の
は
、
「
流
梶
・
卜
算
者
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
い
う
「
門
止
底
本
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
見

た
人
命
類
、
戸
役
類
な
ど
部
門
別
の
文
例
集
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
彼
ら
は
『
瀟
曹
遺
筆
』
の
よ
う
な
訟
師
秘
本
を
携
帯
し
て
流
浪
し
、

専
門
の
訟
師
で
も
な
い
の
に
訴
訟
文
書
を
代
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
き
わ
め
て
使
い
や
す
い
落
々
が
し
て
あ
っ
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た
か
ら
、
多
少
文
章
を
読
み
書
き
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
生
員
た
ち
が
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
文
書
を
代
作
す
る

と
き
も
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
訟
師
秘
本
が
問
題
で
あ
っ
た
の
は
専
門
の
訟
師
に
役
立
っ
た
か

ら
ぽ
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
に
よ
っ
て
素
人
で
も
簡
単
に
訴
訟
文
書
を
措
く
こ
と
が
で
き
、
訟
師
と
素
人
の
区
別
が
暖
昧
に
な
り
、
大

量
の
訟
師
予
備
軍
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
事
が
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
は
「
三
軒
し
か
な
い
小
さ
な
村
の
禅
姿
で
荷
物
を
担
ぐ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
」
で
さ
え
、
訴
訟
文
書
を
簡
単
に
書
い
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
単
な
る
誇
張
で
は
な
く
実
際
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
は
、
訟
師
秘

本
と
い
う
存
在
を
視
野
に
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
理
解
で
き
る
。
ま
た
当
時
が
、
農
村
に
住
む
も
の
で
も
十
家
の
う
ち
八
家
の
も
の

が
訴
訟
に
加
わ
っ
て
い
た
な
ど
と
い
う
驚
く
べ
き
訴
訟
社
会
で
あ
っ
た
の
も
、
訟
師
秘
本
が
大
量
に
出
回
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
よ
う
な
訟
師
秘
本
が
広
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一
方
で
我
々
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
虚
偽
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
語
句
、
あ
る
い
は
オ
ー
バ
…
な
語
句
を
連
ね
た
訴
訟
文
書
を
氾
濫
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
人
々
が
提
出
し
た
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
訴
訟
主
題
は
、
李
陳
玉
『
詩
思
草
隠
』
謝
語
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
の
李
陳
玉
は
「
一
件
、
吸
髄
の
事
」
な
ど
と
い
う
書
き
出
し
で

そ
れ
ぞ
れ
判
決
の
案
文
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
告
・
被
告
が
提
出
し
て
き
た
と
き
の
ま
ま
の
主
題
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う

の
は
裁
判
に
当
た
る
彼
や
勝
星
・
幕
友
ら
が
、
「
吸
髄
」
な
ど
と
い
う
刺
激
的
で
大
袈
裟
な
主
題
を
わ
ざ
わ
ざ
付
け
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。　

そ
こ
で
は
た
と
え
ぱ
、
「
吸
髄
し
の
ほ
か
「
拗
佑
」
「
法
斬
勢
抄
」
「
強
避
難
命
」
「
斌
兄
」
「
靖
寒
極
良
」
「
滅
倫
」
「
爆
殺
」
「
重
婚
要
撃
」
な

ど
の
訴
え
の
主
題
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
「
殺
兄
」
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
弟
が
兄
を
殺
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
土
地
を
め
ぐ
る

単
純
な
兄
弟
嘘
嘩
に
過
ぎ
な
い
。
兄
は
「
殺
兄
」
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
原
告
と
し
て
弟
を
訴
え
て
い
る
。
弟
も
負
け
て
い
な
い
。
蜜
語
に

よ
れ
ば
こ
の
弟
は
「
滅
倫
」
と
い
う
主
題
を
付
け
て
訴
詞
を
提
出
し
、
兄
に
反
論
し
た
ら
し
い
。
ま
た
「
靖
多
極
良
」
と
題
し
た
事
件
は
、
実

は
二
人
の
人
物
が
『
三
国
志
』
を
貸
し
た
返
さ
ぬ
と
い
う
も
め
事
か
ら
生
じ
た
殴
り
合
い
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
「
劇
殺
」
「
逼
婚
殺
命
」
等
の
事

件
で
も
、
だ
れ
一
人
と
し
て
死
ん
だ
も
の
が
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
類
し
た
用
語
は
ど
こ
の
訟
師
秘
本
で
も
、
「
森
流
し
な
ど
と
し
て
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訟師秘本『蕉曹遺筆£の出現（央馬）

収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
本
文
の
中
で
も
、
数
々
の
「
頭
語
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
実
体
か
ら
は
る
か

に
か
け
離
れ
た
大
袈
裟
な
表
現
は
、
濁
会
図
書
館
所
蔵
の
溝
末
太
湖
庁
捲
案
で
も
見
え
る
。
こ
れ
は
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
、
原
告
・

被
告
か
ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
刺
激
的
で
挑
発
的
な
言
葉
で
な
け
れ
ば
訴
え
を
受
付
け
て
も
ら
え
な
い
か
、
審
理
を
あ
と
回
し
に
さ
れ
、
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

宮
の
側
か
ら
し
て
も
そ
の
よ
う
な
表
現
が
あ
ま
り
に
妾
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
況
も
ま
た
、
『
蒲
曹

遺
筆
』
な
ど
の
普
及
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
用
語
は
訟
師
秘
本
か
ら
溢
れ
出
て
、
当
時
の
日
用
百
科
全
書
の
中
に
ま
で
流
れ
込
ん
だ
。
た
と
え
ば
『
新
刻
人
税
堂
訂
補
全
書
備

考
』
は
崇
禎
一
四
年
（
一
六
四
一
）
序
刊
の
日
用
百
科
全
書
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
一
八
、
状
式
門
の
上
欄
に
載
せ
る
「
罪
状
殊
語
」
は
や
は
り
各

種
『
蒲
曹
遺
筆
』
の
「
殊
語
」
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
ま
た
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
海
図
書
上
本
の
『
蒲
曹
遺
筆
』
に
掲
げ
る
文
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

『
三
台
明
律
招
判
正
宗
』
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
、
証
状
十
段
錦
斜
面
は
十
段
錦
用
法
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
三
台
明
律
招
判
正
宗
』
は
、
地
方
官
、
幕
友
、
脊
吏
な
ど
裁
判
を
す
る
側
の
も
の
を
主
な
顧
客
と
し
て
白
軍
さ
れ
た
実
用
書
で
あ
る
。

　
『
蒲
曹
遺
筆
』
を
流
布
さ
せ
た
の
は
、
明
代
嘉
靖
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
訴
訟
の
増
加
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
流
布
は
さ
ら
に
訴
訟
を
激
増
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
、
訟
師
と
素
人
の
区
別
が
曖
昧
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
靴
工
」
「
面
汚
の
輩
」
が
数
多
く
排
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
か
つ
て
は
訟
師
な
ど
い
わ
ば
「
裏
」
の
世
界
の
用
語
と
技
術
だ
っ
た
も
の
が
、
日
用
百
科
全
書
や
裁
く
側
の
実
用
書
な
ど
、
い
わ
ば

「
表
」
の
世
界
を
犯
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
　
占
＆
・
こ
・
冗
ば
縣
請
口
兄
粥
ム
『
明
代
縦
線
制
度
の
熱
田
九
」
　
（
同
燐
癒
隅
、
　
一
九
八
六
）
冒
只
一

　
二
一
一
…
。
藤
井
宏
「
再
論
『
創
行
期
の
　
条
鞭
法
』
一
傅
漢
臣
の
ト
…
言
を
め
ぐ
る
諸

閣
題
一
」
（
『
束
方
学
』
第
七
三
輯
、
一
九
八
七
）
頁
＝
～
五
。

②
上
海
図
謬
館
塞
『
瀟
薄
遺
筆
』
巻
　
、
戸
役
頚
、
告
争
甲
首
、
告
甲
首
。
兜
新

鍵
簾
曹
遺
築
』
巻
工
、
告
争
甲
首
、
告
甲
下
、
『
新
鋼
幽
翠
清
麗
照
臨
追
回
』
巻

　
二
、
告
里
長
、
告
甲
下
、
告
脱
里
長
な
ど
。

③
上
海
後
書
二
本
『
薫
曹
灘
間
隔
巻
心
、
稟
帖
類
、
熱
闘
帖
。
『
新
銀
寒
紅
遺
筆
』

巻
三
、
墨
黒
帖
。

④
　
上
海
麟
書
館
本
『
蕪
暫
遺
筆
』
巻
一
一
、
梨
贈
主
、
獄
山
雨
。

⑤
　
訳
注
、
は
じ
め
に
①
拙
稿
、
頁
四
四
三
。

⑥
『
万
暦
青
浦
県
志
田
巻
一
、
風
俗
。

⑦
　
溜
季
罰
『
刑
部
奏
疏
臨
巻
二
、
覆
議
事
偏
窟
弊
疏
。

31　（187）



⑧

匿
白
習
人
事
膨
、
至
上
年
応
召
之
臼
、
経
過
道
路
、
威
得
聞
云
、
前
数
十
年
、

風
俗
醇
古
、
不
知
好
訟
。
間
有
訟
者
、
畏
官
府
如
畏
神
明
。
直
者
趨
、
曲
者
曲
、

彼
此
輸
情
、
絶
無
火
訟
。
何
二
十
年
来
、
無
精
煩
興
、
懇
書
詞
訟
、
武
断
郷
曲
、

出
入
衙
門
、
莫
敢
誰
何
、
以
故
年
来
乃
風
大
長
、
民
俗
大
仁
耳
。

余
健
習
『
治
譜
』
巻
四
、
告
状
投
到
状
之
殊
。

然
奨
楚
江
湖
、
写
状
多
出
於
流
幌
ト
算
者
之
手
。
各
有
門
類
底
本
、
在
境
外
無

結

雪凪
口口

＠＠＠＠
西
之
人
、
以
此
得
銭
為
生
。

晶
気
品
…
、
　
は
じ
め
に
①
拙
曾
爾
、
頁
四
六
九
。

本
ず
蟹
玉
『
照
照
凝
集
』
（
患
鮒
禎
九
年
翻
一
山
ハ
三
六
序
詩
）
。

前
注
、
は
じ
め
に
①
拙
稿
、
終
幕
五
七
。

『
三
台
明
律
招
判
正
宗
』
巻
…
、
上
欄
。

　
訟
師
秘
本
と
は
訟
師
あ
る
い
は
訟
師
ま
が
い
の
も
の
た
ち
が
秘
蔵
し
て
使
っ
た
も
の
、
と
定
義
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
朱
代
の
『
郡

思
賢
』
も
そ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
『
郡
着
着
』
の
様
な
書
物
が
二
代
に
す
で
に
出
現
し
て
い
た
こ
と
と
、
『
鷲
曹
遺
筆
』
が
明
代
の
重
々
か

ら
万
暦
初
年
に
か
け
て
登
場
し
た
こ
と
と
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
全
く
違
う
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
清
末
に
近
代
的
な
律
師
、
つ

ま
り
現
在
日
本
で
い
う
弁
護
士
が
出
現
し
、
新
し
い
訴
訟
制
度
の
下
で
新
し
い
訴
訟
文
書
の
テ
キ
ス
ト
が
登
場
す
る
ま
で
、
民
間
の
訴
訟
界
で

は
『
蒲
曹
遺
筆
』
か
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
テ
キ
ス
ト
が
、
間
違
い
な
く
使
わ
れ
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
幽
界
に
出
版
さ
れ
た
導
師
秘
本
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
は
、
明
末
に
各
種
各
様
に
出
版
さ
れ
た
『
軍
曹
遺
筆
』
を
適
当
に
焼
き
直
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
変
化
ら
し

い
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
は
時
に
明
輝
が
清
律
に
置
き
換
え
ら
れ
、
文
例
に
見
え
る
人
名
や
地
名
な
ど
が
代
わ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
新

機
軸
と
い
っ
た
も
の
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
禁
書
令
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、
む
し
ろ
誤
刻
が
大
幅
に
増
え
、
質
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
た
と
え
ば
『
新
刻
校
正
音
冷
製
家
便
覧
瀟
曹
遺
筆
』
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
万
麿
四
二
年
（
一
六
一
四
）
序
刊
で
あ
る
も
の
が
清
代
の
事
犯

以
降
に
改
版
の
う
え
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
清
末
に
は
上
海
で
石
印
本
ま
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
明
末
に
『
瀟
曹
遺
筆
』
が
幽
現
し
た

こ
と
は
、
そ
の
後
三
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
社
会
の
最
も
基
層
の
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
る
訴
訟
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
パ
タ
ン
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
『
蒲
曹
遺
筆
』
を
は
じ
め
と
す
る
訟
師
秘
本
は
、
社
会
の
様
々
な
実
態
を
豊
か
に
伝
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
た
と
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え
そ
れ
が
清
代
の
出
版
で
あ
ウ
た
と
し
て
も
ト
そ
こ
に
播
か
れ
る
世
界
は
訟
師
像
を
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
明
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
訟
師
秘
本
を
法
魚
区
の
資
料
と
し
て
用
い
る
者
も
社
会
史
の
資
料
と
し
て
用
い
る
者
も
、
こ
の
こ
と
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
ま
た
中
国
小
説
史
の
資
料
と
し
て
こ
れ
を
用
い
る
者
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
『
新
鍵
薫
習
遺
筆
』
に
見
え
る
訴
訟
文
書
の
文
例
を
「
現
実
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

裁
判
文
書
」
で
あ
る
と
す
る
者
が
い
る
。
し
か
し
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
完
全
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
嘆
願
書
な
ど

の
文
例
に
は
、
あ
る
い
は
実
際
に
使
わ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
告
詞
－
二
男
－
判
決
の
形
式
を
と
る
訴
訟
文
例
は
、
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
に
我
々
は
、
明
代
の
社
会
で
起
き
た
典
型
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
実

際
に
あ
っ
た
こ
と
と
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
我
々
は
今
後
、
訟
師
秘
本
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
宋
以
降
の
訴
訟
社
会
を
さ
ら
に

豊
か
に
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
①
第
二
章
、
注
⑤
、
露
都
論
文
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
中
魍
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
何
菰
野
先
生
と
、
上
海
図
書
館
古
籍
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
善
信
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
御
教
示
と
御
好
意
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
〔
こ
の
稿
が
成
る
に
あ
た
っ
て
は
、
数
多
く
の
先
生
の
御
助
力
を
得
た
。
な
か
で
　
　
　
　
　
こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
す
る
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
　
京
都
市
左
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A　Study　of　‘　the　Secret　Handbook　of　Pettifoggers　’

　　　　　　　　　　　　　The　Appearance　of　Xiaocao　yibi

by

FuMA　Susumu

　　Since　the　late　Ming　period，　a　1〈ind　of　convenient　handbook，　which　nof．

only　carried　examples　of　lawcase　and　special　litigious　terms，　but　also　men－

tioned　items　important　for　tbose　undertaking　litigation，　gained　wide　circu－

lation　in　Chinese　popular　society．　Works　of　this　type，　named　‘Songshi

三n圭ben’訟師秘本（the　Secret　handbook　of　pettifo99ers）during　the　reign　of

Qianlong　of　tlte　Qing　Dynasty，　were　oMcially　prohibitecl．　The　so　called

濁αooαoツ弼蒲曹遺筆（The　Posthumous　Writings　of痘αo磁瀟何and　Cao

Shen曹参）probably癒st　apPeared　around　the　Jialing　Period，　and　achieved

great　influence　until　the　early　years　ef　Wanli．　Later，　the　extreinely　large

number　of　law　suits　earned　China　the　sobriquet　of　‘Litigious　society’．

Although　rnany　1〈inds　of　‘Songshi　miben’　which　originated　from　xYiao

Cao　yibi　were　treated　as　banned　books，　their　publication　in　iarge　quan－

tities　continued　into　the　late　Qing．　Since　ali　these　works　were　nothing

but　an　adaptation　of　those　which　had　appeared　in　the　late　Ming，　the　scene，

as　weli　as　the　image　of　pettifoggers，　properly　belonged　to　that　of　the　Ming

Dynasty．　ln　this　sense，　the　appearance　of　XiaoCao　yibi　is　of　great　signifi－

cance．　However，　it　is　inadvisable　to　take　their　substance　too　se’riously　as　a

recerd　of　historical　fact．

Das　Gewerbewesen　im　Kdnigreich　Bayern　in

　　　der　ersten　Halfte　des　19．　Jahrhunderts

von

TANiGucxi　Kenji

　　In　den　ersten　Jahrzehnten　des　19．　Jahrhunderts　erlebte　Deutschland

tiefgreifenden　Wandel，　in　dem　moderner　Staat　und　moderne　IGesellschaft

（330）




